
＜
府

中
市

全
体

＞

地地
区区

別別
カカ

ルル
テテ

（（
①①

中中
央央

文文
化化

セセ
ンン

タタ
ーー

圏圏
域域

））

•
地

区
人

口
は

4
5
,3

9
4
人

（
全

市
に

占
め

る
割

合
1
7
.4

%
）

で
あ

り
、

市
内

で
も

特
に

人
口

が
集

積
し

て
い

る
地

区
で

あ
る

。
•

老
年

人
口

は
9
,0

6
5
人

、
高

齢
化

率
は

2
0
.0

%
で

あ
り

、
府

中
市

の
中

で
は

高高
齢齢

化化
率率

がが
比比

較較
的的

低低
いい

。
•

地
区

内
の

府
中

駅
は

、
路

線
バ

ス
・

ち
ゅ

う
バ

ス
の

起
点

と
な

っ
て

お
り

、
「「

国国
立立

駅駅
」」

「「
西西

国国
分分

寺寺
駅駅

」」
「「

国国
分分

寺寺
駅駅

」」
「「

武武
蔵蔵

小小
金金

井井
駅駅

」」
「「

武武
蔵蔵

野野
台台

駅駅
」」

「「
多多

磨磨
駅駅

」」
「「

谷谷
保保

駅駅
」」

「「
分分

倍倍
河河

原原
駅駅

」」
「「

中中
河河

原原
駅駅

」」
「「

是是
政政

駅駅
」」

に
ア

ク
セ

ス
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

•
幸

町
2
丁

目
の

一
部

は
、

交交
通通

空空
白白

地地
域域

と
な

っ
て

い
る

。
（

一
部

は
東

京
農

工
大

学
の

敷
地

）
 

•
府

中
駅

周
辺

に
は

、
商

業
施

設
や

医
療

施
設

等
が

集
積

し
て

い
る

。

■
地
区
現
況

図
地

区
現

況
図

（
人

口
、

施
設

立
地

、
運
行

ル
ー
ト

）

【
地
区
概
要
】

路
線

起
終
点

便
数

西
国

4
4
・

4
5

（
京

王
バ

ス
）

府
中

駅
～

府
中

イ
ン

テ
リ

ジ
ェ

ン
ト
パ

ー
ク
～

西
国

分
寺

駅
3
5
便

国
0
2

（
京

王
バ

ス
）

府
中

駅
～

東
芝

前
～

国
立

駅
南

口
1
5
便

国
0
3

（
京

王
バ

ス
）

府
中

駅
～

東
芝

前
～

総
合

医
療

セ
ン
タ

ー
～
国

立
駅

南
口

6
2
便

国
1
7

（
京

王
バ

ス
）

府
中

駅
～

谷
保

駅
～

国
立

駅
南

口
4
8
便

寺
9
1

（
京

王
バ

ス
）

府
中

駅
～

明
星

学
苑

～
国

分
寺

駅
南
口

8
7
便

寺
9
2

（
京

王
バ

ス
）

府
中

駅
～

栄
町

一
丁

目
～

国
分

寺
駅
南

口
4
9
便

武
7
1

（
京

王
バ

ス
）

府
中

駅
～

一
本

木
～

武
蔵

小
金

井
駅
南

口
5
3
便

武
7
3

（
京

王
バ

ス
）

府
中

駅
～

学
園

通
郵

便
局

～
武

蔵
小
金

井
駅
南

口
1
0
6
便

表
地

区
内

の
主

な
公

共
交

通
＜

中
央

エ
リ

ア
＞

府
4
2
・

4
6

（
京

王
バ

ス
）

府
中

駅
～

府
中

イ
ン

テ
リ

ジ
ェ

ン
ト
パ

ー
ク
～

第
七

小
学

校
入

口

4
6
便

（
府

4
2
は

土
日

そ
れ

ぞ
れ

1
便

ず
つ

）

多
磨

町
ル

ー
ト

（
ち

ゅ
う

バ
ス

）
府

中
駅

～
多

磨
町

2
1
便

押
立

町
ル

ー
ト

（
ち

ゅ
う

バ
ス

）
府

中
駅

～
武

蔵
野

台
駅

南
口

2
2
便

是
政

循
環

（
ち

ゅ
う

バ
ス

）
府

中
駅

～
是

政
駅

2
3
便

朝
日

町
ル

ー
ト

（
ち

ゅ
う

バ
ス

）
府

中
駅

～
武

蔵
野

台
駅

南
口
～

多
磨
駅

2
2
便

北
山

町
循

環
（

ち
ゅ

う
バ

ス
）

府
中

駅
～

武
蔵

台
文

化
セ

ン
タ

ー
西

2
3
便

よ
つ

や
苑

西
ル

ー
ト

（
ち

ゅ
う

バ
ス

）
府

中
駅

～
分

倍
河

原
駅

～
中
河

原
駅

2
1
便

※
運

行
本

数
の

少
な

い
便

（
府

0
2
、

府
5
2
、

府
6
1
は

除
く

）

1

２地区別分析（地区別カルテ）
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010203040506070809010
0

乗
車

降
車(●

)は
片

側
の

み
の

バ
ス

停

●

●
●

●
●

●
●

●
●

● ●

●
●

●
●

02040608010
0

12
0

14
0

乗
車

降
車

01020304050607080

乗
車

降
車

02040608010
0

12
0

乗
車

降
車

02040608010
0

12
0

14
0

乗
車

降
車図

公
共

交
通

の
利

用
状

況
（

R
2
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

地地
区区

別別
カカ

ルル
テテ

（（
①①

中中
央央

文文
化化

セセ
ンン

タタ
ーー

圏圏
域域

））

•
地

区
内

で
利

用
が

多
い

ち
ゅ

う
バ

ス
の

バ
ス

停
は

、
「「

府府
中中

駅駅
」」

とと
なな

っっ
てて

いい
るる

。
一

方
、

「「
中中

央央
文文

化化
セセ

ンン
タタ

ーー
」」

～～
「「

府府
中中

三三
郵郵

便便
局局

」」
、、

「「
競競

馬馬
博博

物物
館館

」」
～～

「「
競競

馬馬
場場

東東
門門

」」
間間

にに
おお

いい
てて

はは
、、

比比
較較

的的
利利

用用
がが

少少
なな

いい
。

•
市

全
体

と
比

較
す

る
と

、
路路

線線
ババ

スス
のの

利利
用用

がが
多多

いい
地

域
と

な
っ

て
い

る
。

•
公

共
交

通
の

満
足

度
を

み
る

と
、

6
3
.5

%
が

満
足

、
1
0
.8

%
が

不
満

と
回

答
し

て
お

り
、

満満
足足

度度
がが

高高
いい

。
•

公
共

交
通

の
不

満
点

と
し

て
は

、
 「

自自
転転

車車
駐駐

車車
場場

がが
足足

りり
なな

いい
（

2
7
.5

%
）

」
「

自自
転転

車車
のの

走走
行行

環環
境境

がが
悪悪

いい
（

2
2
.5

%
）

」
「

目
的

地
ま

で
の

バ
ス

が
な

い
（

2
1
.3

%
）

」
「

バ
ス

の
本

数
が

少
な

い
（

2
1
.3

%
）

 」
で

あ
っ

た
。

■
公
共
交
通
利
用
状
況

・
高

齢
者

に
と

っ
て

は
、

駅
に

出
る
ま

で
、
バ

ス
停
に

出
る
ま

で
の
間

に
ベ
ン

チ
等
が

あ
る
と

、
休
み

休
み
自

力
で
行

動
で

き
る

と
思

い
ま

す
。

（
府

中
町

2
丁

目
 8

0
代

 女
性

）

・
府

中
駅

で
の

自
転

車
駐

輪
が

も
っ
と

楽
に
で

き
る
と

こ
ろ
が

あ
る
と

う
れ
し

い
。
（

府
中
町

2
丁

目
 4

0
代

 女
性

）

・
駅

周
辺

の
不

法
駐

輪
が

目
立

ち
ま
す

。
特
に

市
係
員

の
い
な

く
な
る

夕
方
以

降
の
不

法
駐
輪

が
多
い

。
 （

天
神

町
1

丁
目

 4
0
代

 女
性

）

・
ち

ゅ
う
バ

ス
は
乗

っ
た
こ
と

な
く

、
京

王
バ
ス

よ
り
バ
ス

停
や

路
線

が
わ
か

り
づ
ら
い

イ
メ

ー
ジ

で
敬
遠

し
て
い
る

。

簡
単

に
利

用
で

き
る

こ
と

が
分

か
れ
ば

、
利
用

し
て
み

た
い
。

（
天
神

町
1
丁
目

 4
0
代

 女
性

）

図
公

共
交

通
に

対
す

る
満

足
度

図
公

共
交

通
の

不
満

点

【
公
共
交
通
に
対
す
る
満
足
度
】

（
R
2
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

住
民

の
声

（
令

和
２

年
度

市
民

ア
ン

ケ
ー

ト
よ

り
）

図
バ

ス
停

別
の

乗
降

車
数

（
R
3
ち

ゅ
う

バ
ス

利
用

者
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

・
緑

町
で

は
、

近
く

に
路

線
バ

ス
や
ち

ゅ
う
バ

ス
の
停

留
所
が

な
い
た

め
、
不

便
で

使
え

な
い

。

・
店

に
近

い
駐

輪
場

の
収

容
台

数
の
不

足
(特

に
け

や
き
並

木
通
り

)。

民
生

委
員

ア
ン

ケ
ー

ト

（（
多多

磨磨
町町

ルル
ーー

トト
））

中
央

エ
リ

ア
内

（ （
押押

立立
町町

ルル
ーー

トト
））

中
央

エ
リ

ア
内

（ （
朝朝

日日
町町

ルル
ーー

トト
））

中
央

エ
リ

ア
内

（（
北北

山山
町町

循循
環環

））

中
央

エ
リ

ア
内

（ （
是是

政政
循循

環環
））

（（
よよ

つつ
やや

苑苑
西西

ルル
ーー
トト

））

中
央

エ
リ

ア
内

【
利
用
状
況
】

満
足

5
3
.9
％

不
満

1
6
.7
％

満
足

6
3
.5
％

不
満

1
0
.8
％

2

(●
)は

片
側

の
み

の
バ

ス
停

(●
)は

片
側

の
み

の
バ

ス
停

(●
)は

片
側

の
み

の
バ

ス
停

(●
)は

片
側

の
み

の
バ

ス
停

(●
)は

片
側

の
み

の
バ

ス
停

●
●

●

● ●
●

●
●

● ●

●

● ●
●

●

●
●

●

●
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ア
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● ●
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●
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地地
区区

別別
カカ

ルル
テテ

（（
①①

中中
央央

文文
化化

セセ
ンン

タタ
ーー

圏圏
域域

））
■
移
動
特
性

（
R
2
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

【
日
用
品
の
買
い
物
】

•
日

用
品

の
買

い
物

先
と

し
て

は
、

「「
府府

中中
駅駅

周周
辺辺

」」
がが

多多
いい

。
•

緑
町

・
八

幡
町

か
ら

「「
東東

府府
中中

駅駅
周周

辺辺
」」

、
天

神
町

か
ら

「「
新新

町町
」」

「「
浅浅

間間
町町

」」
へへ

のの
移移

動動
もも

見見
らら

れれ
るる

。

【
通
院
】

•
通

院
先

は
、

「「
府府

中中
駅駅

周周
辺辺

」」
がが

多多
くく

、、
地地

区区
外外

へへ
のの

通通
院院

はは
少少

なな
いい

。。

【
日
用
品
以
外
の
買
い
物
】

•
日

用
品

以
外

の
買

い
物

先
は

、
「「

府府
中中

駅駅
周周

辺辺
」」

「「
立立

川川
市市

」」
「「

都都
内内

（（
22
33
区区

））
」」

がが
多多

いい
。

•
一

部
、

府
中

町
か

ら
「「

小小
金金

井井
市市

」」
へへ

のの
移移

動動
もも

見見
らら

れれ
るる
。

•
用

事
別

の
交

通
手

段
は

図
の

と
お

り
で

あ
る

。

•
公

共
交

通
の

利
用

状
況

を
市

全
体

と
比

べ
る

と
い

ず
れ

の
用

事
に

お
い

て
も

徒徒
歩歩

がが
多多

くく
、、

路路
線線

ババ
スス

・・
ちち

ゅゅ
うう

ババ
スス

・・
鉄鉄

道道
のの

利利
用用

がが
少少

なな
いい

傾
向

が
あ

る
。

【
交
通
手
段
】

日
用

品
の

買
い

物

通
院

日
用

品
以

外
の

買
い

物

府
中
駅
周
辺

府
中
駅
周
辺

都
内
（
2
3
区
）

府
中
駅
周
辺

3

東
府
中
駅

11
44

66

※※
44
以以

上上
をを
表表

示示

立
川
市

※※
33
以以

上上
をを
表表

示示

33

44

33

55

44

33

※※
33
以以

上上
をを
表表

示示

88

55

東
府
中
駅
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図図
通通

勤勤
時時

のの
移移

動動
手手

段段

週
に

3
回

以
上

5
2
.8
％

週
に

3
回

以
上

5
3
.5
％

週
に

1
回

以
上

5
8
.8
％

週
に

1
回

以
上

6
1
.8
％

地地
区区

別別
カカ

ルル
テテ

（（
①①

中中
央央

文文
化化

セセ
ンン

タタ
ーー

圏圏
域域

））

【
通
勤
状
況
】

図図
通通

勤勤
のの

頻頻
度度

■
地
区
の
現
状
・
問
題
点
と
課
題

•
府

中
駅

が
交

通
結

節
点

と
な

っ
て

お
り

、
公

共
交

通
が

充
実

し
て

い
る

。
•

府
中

駅
周

辺
が

生
活

圏
と

な
っ

て
お

り
、

徒
歩

・
自

転
車

で
日

常
生

活
が

完
結

し
て

い
る

。
•

市
民

ア
ン

ケ
ー

ト
の

自
由

回
答

で
は

、
自

転
車

利
用

環
境

（
駐

輪
場

、
走

行
環

境
、

利
用

マ
ナ

ー
な

ど
）

に
つ

い
て

の
要

望
が

寄
せ

ら
れ

て
い

る
。

•
徒

歩
・

自
転

車
の

利
用

環
境

の
向

上
に

向
け

た
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

【
現
状
・
問
題
点
】

【
課
題
】

•
約

5
3
%
が

「
週

に
3
回

以
上

」
、

約
6
1
%
が

「
週

に
１

回
以

上
」

の
通

勤
を

し
て

い
る

。

•
交

通
手

段
は

、
「

徒徒
歩歩

（（
55
22
..66
%%
））

」
「

自
転

車
（

2
6
.5
%
）

」
「

鉄
道

（
1
9
.5
%
）

」
と

な
っ

て
い

る
。

路
線

バ
ス

利
用

者
が

9
.3
%
と

、
市市

全全
体体

とと
比比

べべ
てて

やや
やや

高高
いい

。

•
通

勤
先

は
「「

都都
内内

（（
主主

にに
22
33
区区

））
」」

がが
多多

くく
、

市
内

に
勤

務
し

て
い

る
割

合
は

2
7
.5
％

で
あ

っ
た

。

図図
通通

勤勤
先先

【
日
常
的
に
利
用
す
る
鉄
道
駅
】

•
鉄

道
駅

ま
で

の
交

通
手

段
は

、
徒徒

歩歩
がが

多多
いい

。
雨

天
時

は
、

路路
線線

ババ
スス

をを
利利

用用
すす

るる
割割

合合
がが

高高
まま

るる
。

•
「 「

府府
中中

駅駅
」」

のの
利利

用用
がが

最最
もも

多多
くく
、

次
い

で
「「

東東
府府

中中
駅駅

」」
「「

北北
府府

中中
駅駅

」」
のの

利利
用用

もも
一一

定定
程程

度度
見見

らら
れれ

るる
。

図 図
駅駅

まま
でで

のの
交交

通通
手手

段段

図図
日日

常常
的的

にに
利利

用用
すす

るる
駅駅

市市
町町
村村

新
宿
区

11
11

千
代
田
区

11
00

港
区

99
渋
谷
区

88
調
布
市

77
小
金
井
市

44
稲
城
市

33
世
田
谷
区

33
多
摩
市

33
八
王
子
市

33
そ
の
他

22
00

府
中
駅

※
3
以
上
を
表
示

4
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02040608010
0

12
0

14
0

乗
車

降
車

満
足

5
3
.9
％

不
満

1
6
.7
％

満
足

5
8
.5
％

不
満

9
.2
％

02040608010
0

12
0

14
0

乗
車

降
車

＜
府

中
市

全
体

＞

地地
区区

別別
カカ

ルル
テテ

（（
②②

白白
糸糸

台台
文文

化化
セセ

ンン
タタ

ーー
圏圏

域域
））

•
地

区
人

口
は

3
0
,2

9
4
人

（
全

市
に

占
め

る
割

合
1
2
.0

%
）

で
あ

り
、

地
区

北
西

部
に

特
に

集
中

し
て

い
る

。
•

老
年

人
口

は
5
,9

4
6
人

、
高

齢
化

率
は

1
9
.6

%
で

あ
り

、
府

中
市

の
中

で
は

高高
齢齢

化化
率率

がが
やや

やや
低低

いい
。

•
地

区
内

に
は

、
路

線
バ

ス
が

3
路

線
、

ち
ゅ

う
バ

ス
が

3
路

線
運

行
し

て
お

り
、

「「
府府

中中
駅駅

」」
「「

東東
府府

中中
駅駅

」」
「「

武武
蔵蔵

野野
台台

駅駅
」」

「「
多多

磨磨
駅駅

」」
「「

武武
蔵蔵

小小
金金

井井
駅駅

」」
「「

三三
鷹鷹

駅駅
」」

に
ア

ク
セ

ス
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

•
ま

た
、

鉄
道

駅
が

4
駅

あ
り

、
広広

域域
移移

動動
のの

利利
便便

性性
もも

高高
いい

エエ
リリ

アア
で

あ
る

。

■
地
区
現
況

・
ち

ゅ
う

バ
ス

の
本

数
を

１
時

間
に
３

本
程
度

に
し
て

ほ
し
い

。
（
白

糸
台

2
丁

目
 7

0
代

 女
性

）
・

自
宅

近
く

に
バ

ス
停

が
あ
る

が
、
バ

ス
の
乗

車
方
法

（
支
払

い
方
法

な
ど
）

が
分
か

ら
な
い

た
め
、

ひ
と

り
で

は
利

用
し

な
い

。
（

若
松
町

2
丁

目
 6

0
代

 女
性

）
・

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

へ
の
バ

ス
が
少

な
く
不

便
で
す

。
（
若

松
町

1
丁

目
 7

0
代

 女
性

）

図
地

区
現

況
図

（
人

口
、

施
設

立
地

、
運

行
ル

ー
ト

）

図
公

共
交

通
に

対
す

る
満

足
度

図
公

共
交

通
の

不
満

点

【
地
区
概
要
】

■
公
共
交
通
の
利
用
状
況

•
地

区
内

で
利

用
が

多
い

ち
ゅ

う
バ

ス
の

バ
ス

停
は

、
朝

日
町

ル
ー

ト
で

は
、

「「
東東

府府
中中

駅駅
」」

～～
「「

武武
蔵蔵

野野
台台

駅駅
南南

口口
」」

間間
でで

、
そ

の
他

の
ル

ー
ト

で
は

京
王

線
駅

で
の

乗
降

が
多

い
。

一
方

で
「「

白白
糸糸

台台
三三

丁丁
目目

東東
」」

やや
「「

警警
察察

学学
校校

」」
はは

比比
較較

的的
利利

用用
がが

少少
なな

いい
。

•
市

全
体

と
比

較
す

る
と

、
ちち

ゅゅ
うう

ババ
スス

のの
利利

用用
がが

多多
くく

、、
路路

線線
ババ

スス
のの

利利
用用

がが
少少

なな
いい

地
域

と
な

っ
て

い
る

。
•

公
共

交
通

の
満

足
度

を
み

る
と

、
約

6
割

が
満

足
と

回
答

し
て

お
り

、
市

全
体

と
比

べ
て

や
や

割
合

が
多

い
。

•
公

共
交

通
に

関
す

る
不

満
点

と
し

て
は

、
「

バ
ス

の
本

数
が

少
な

い
（

2
7
.5

%
）

」
 「

自
転

車
駐

車
場

が
足

り
な

い
（

1
9
.6

%
）

」
 「

目
的

地
ま

で
の

バ
ス

が
な

い
（

1
1
.8

%
）

」
で

あ
っ

た
が

、
市

全
体

と
比

べ
る

と
や

や
割

合
が

低
い

。

【
公
共
交
通
に
対
す
る
満
足
度
】
 （

R
2
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

住
民

の
声

（
令

和
２

年
度

市
民

ア
ン

ケ
ー

ト
よ

り
）

＜
白

糸
台

エ
リ

ア
＞

白
糸

台
エ

リ
ア

内

図
バ

ス
停

別
の

乗
降

車
数

（
R
3
ち

ゅ
う

バ
ス

利
用

者
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

・
混

雑
す

る
時

間
帯

は
高

齢
者

が
座
れ

な
く
て

困
っ
て

い
る
。

・
多

磨
霊

園
駅

周
辺

に
は

ス
ー

パ
ー
が

な
く
、

買
い
物

が
不
便

に
な
っ

て
い
る

。
民

生
委

員
ア

ン
ケ

ー
ト

【
利
用
状
況
】

白
糸

台
エ

リ
ア

内

（ （
多多

磨磨
町町

ルル
ーー

トト
））

（（
押押

立立
町町

ルル
ーー

トト
））

図
公

共
交

通
の

利
用

状
況

（
R
2
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

表
地

区
内

の
公

共
交

通

●

(●
)は

片
側

の
み

の
バ

ス
停

(●
)は

片
側

の
み

の
バ

ス
停

●
●

●

●

02040608010
0

12
0

乗
車

降
車

白
糸

台
エ

リ
ア

内

（ （
朝朝

日日
町町

ルル
ーー

トト
））

(●
)は

片
側

の
み

の
バ

ス
停

●
●

●

●

1

路
線

起
終
点

便
数

府
7
5

（
京

王
バ

ス
）

東
府

中
駅

～
武

蔵
小

金
井

駅
5
4
便

武
8
5
、

武
9
5

（
京

王
バ

ス
）

多
磨

霊
園

駅
～

武
蔵

小
金

井
駅

南
口

4
3
便

鷹
5
2
（

小
田

急
）

三
鷹

駅
～

車
返

団
地

な
ど

1
2
便

押
立

町
ル

ー
ト

（
ち

ゅ
う

バ
ス

）
武

蔵
野

台
駅

南
口

～
府

中
駅

2
2
便

朝
日

町
ル

ー
ト

（
ち

ゅ
う

バ
ス

）
多

磨
駅

～
武

蔵
野

台
駅

～
府

中
駅

2
2
便

多
磨

町
ル

ー
ト

（
ち

ゅ
う

バ
ス

）
多

磨
町

～
府

中
駅

2
1
便
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地地
区区

別別
カカ

ルル
テテ

（（
②②

白白
糸糸

台台
文文

化化
セセ

ンン
タタ

ーー
圏圏

域域
））

■
移
動
特
性

（
R
2
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

【
日
用
品
の
買
い
物
】

•
日

用
品

の
買

い
物

先
と

し
て

は
、

「「
東東

府府
中中

駅駅
周周

辺辺
」」

「「
武武

蔵蔵
野野

台台
駅駅

周周
辺辺

」」
がが

多多
いい

。
•

一
部

、
白白

糸糸
台台

内内
のの

移移
動動

や
白白

糸糸
台台

かか
らら

「「
若若

松松
町町

」」
へへ

のの
移移

動動
も

見
ら

れ
る

。

【
通
院
】

•
通

院
先

は
、

「「
府府

中中
駅駅

周周
辺辺

」」
がが

多多
いい

。。
•

ま
た

、
地

区
東

部
に

位
置

す
る

「
白

糸
台

」
か

ら
は

「「
都都

内内
」」

へへ
のの

通通
院院

がが
多多

いい
。

•
そ

の
他

、
「「

調調
布布

市市
」」

へへ
のの

移移
動動

も
一

部
見

ら
れ

る
。

【
日
用
品
以
外
の
買
い
物
】

•
用

事
別

の
交

通
手

段
は

図
の

と
お

り
で

あ
る

。

•
い

ず
れ

の
用

事
に

お
い

て
も

「「
鉄鉄

道道
」」

のの
利利

用用
率率

がが
高高

いい
エ

リ
ア

で
あ

る
。

•
日

用
品

の
買

い
物

と
通

院
に

お
い

て
は

、
「「

徒徒
歩歩

」」
がが

約約
半半

数数
を

占
め

て
い

る
。

•
い

ず
れ

の
用

事
に

お
い

て
も

路路
線線

ババ
スス

のの
利利

用用
率率

はは
低低

いい
。

•
市

全
体

と
比

べ
る

と
自自

家家
用用

車車
（（

自自
分分

でで
運運

転転
））

のの
利利

用用
がが

少少
なな

いい
。

【
交
通
手
段
】

日
用

品
の

買
い

物

通
院

日
用

品
以

外
の

買
い

物

※
３
以
上
を
表
示

※
３
以
上
を
表
示

•
日

用
品

以
外

の
買

い
物

先
と

し
て

は
、

「「
府府

中中
駅駅

周周
辺辺

」」
がが

多多
いい

。
•

地
区

東
部

に
位

置
す

る
「

白
糸

台
」

か
ら

は
、

「 「
調調

布布
市市

」」
やや

「「
都都

内内
（（

22
33
区区

））
」」

なな
どど

へへ
のの

移移
動動

もも
見見

らら
れれ

るる
。

•
地

区
内

の
鉄鉄

道道
駅駅

周周
辺辺

でで
のの

買買
物物

はは
見見

らら
れれ

なな
かか

っっ
たた

。

府
中
駅
周
辺

府
中
駅
周
辺

東
府
中
駅

若
松
町

武
蔵
野
台
駅

府
中
駅
周
辺

調
布
市

2
※
３
以
上
を
表
示

調
布
市

33
77

66

立
川
市

88

調
布
市
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地地
区区

別別
カカ

ルル
テテ

（（
②②

白白
糸糸

台台
文文

化化
セセ

ンン
タタ

ーー
圏圏

域域
））

【
通
勤
状
況
】

図図
通通

勤勤
のの

頻頻
度度

図図
通通

勤勤
時時

のの
移移

動動
手手

段段

■
地
区
の
現
状
・
問
題
点
と
課
題

•
鉄

道
や

ち
ゅ

う
バ

ス
に

よ
っ

て
府

中
駅

へ
の

ア
ク

セ
ス

が
確

保
さ

れ
て

お
り

、
自

宅
か

ら
「

府
中

駅
周

辺
」

ま
で

が
生

活
圏

と
な

っ
て

い
る

。
•

西
武

多
摩

川
線

や
京

王
線

が
運

行
し

て
お

り
、

「
白

糸
台

」
で

は
「

都
内

」
や

「
調

布
」

へ
の

移
動

も
見

ら
れ

る
。

•
白

糸
台

エ
リ

ア
～

府
中

間
の

移
動

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

、
ち

ゅ
う

バ
ス

運
行

ル
ー

ト
の

見
直

し
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

•
府

中
駅

方
面

や
都

内
方

面
へ

の
ア

ク
セ

ス
性

の
維

持
に

向
け

た
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

【
現
状
・
問
題
点
】

【
課
題
】

•
約

4
6
%
が

「
週

に
3
回

以
上

」
、

約
5
2
%
が

「
週

に
１

回
以

上
」

の
通

勤
を

し
て

い
る

。

•
市

全
体

と
比

べ
る

と
「「

通通
勤勤

・・
通通

学学
しし

てて
いい

なな
いい

（（
22
55
..00
%%
））

」」
のの

割割
合合

がが
多多

いい
。

•
交

通
手

段
は

、
「

鉄鉄
道道

（
3
9
.3
%
）

」
「

徒
歩

（
2
9
.3
%
）

」
「

自
転

車
（

2
4
.1
%
）

」
と

な
っ

て
お

り
、

路路
線線

ババ
スス

・・
ちち

ゅゅ
うう

ババ
スス

のの
利利

用用
はは

ほほ
ぼぼ

見見
らら

れれ
なな

いい
。

•
通

勤
先

は
「 「

都都
内内

（（
主主

にに
22
33
区区

））
」」

がが
多多

くく
、

市
内

に
勤

務
し

て
い

る
割

合
は

2
8
.9
％

で
あ

っ
た

。

図 図
通通

勤勤
先先

【
日
常
的
に
利
用
す
る
鉄
道
駅
】

•
「「

武武
蔵蔵

野野
台台

駅駅
」」

のの
利利

用用
がが

最最
もも

多多
くく

、、
「「

多多
磨磨

霊霊
園園

駅駅
」」

「「
東東

府府
中中

駅駅
」」

のの
利利

用用
、

白白
糸糸

台台
かか

らら
「「

飛飛
田田

給給
駅駅

」」
へへ

のの
利利

用用
も

一
定

程
度

見
ら

れ
る

。

•
鉄

道
駅

ま
で

の
交

通
手

段
は

、
徒 徒

歩歩
・・

自自
転転

車車
がが

多多
くく

、
路路

線線
ババ

スス
・・

ちち
ゅゅ

うう
ババ

スス
のの

利利
用用

はは
ほほ

とと
んん

どど
みみ

らら
れれ

なな
いい

。

図図
駅駅

まま
でで

のの
交交

通通
手手

段段

図図
日日

常常
的的

にに
利利

用用
すす

るる
駅駅

市
区
町

千
代
田
区

7
渋
谷
区

5
中
央
区

4
新
宿
区

4
調
布
市

3
港
区

3
豊
島
区

2
文
京
区

2
国
立
市

2
江
東
区

2
そ
の
他

9

週
に

3
回

以
上

5
2
.8
％

週
に

3
回

以
上

4
6
.4
％

週
に

1
回

以
上

5
8
.8
％

週
に

1
回

以
上

5
2
.1
％

3

武
蔵
野
台
駅

※
3
以
上
を
表
示

東
府
中
駅

多
磨
霊
園
駅
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＜
府

中
市

全
体

＞

地地
区区

別別
カカ

ルル
テテ

（（
③③

西西
府府

文文
化化

セセ
ンン

タタ
ーー

圏圏
域域

））

•
地

区
人

口
は

1
9
,8

9
4
人

（
全

市
に

占
め

る
割

合
7
.8

%
）

で
あ

り
、

西
府

駅
周

辺
に

特
に

集
中

し
て

い
る

。
•

東
芝

町
に

は
東

芝
府

中
事

業
所

、
日

新
町

1
丁

目
に

は
日

本
電

気
府

中
事

業
場

が
立

地
し

て
い

る
。

•
老

年
人

口
は

3
,6

6
3
人

、
高

齢
化

率
は

1
8
.4

%
で

あ
り

、
府

中
市

の
中

で
も

高高
齢齢

率率
がが

低低
いい

エエ
リリ

アア
でで

ああ
るる

。
•

地
区

内
に

は
、

路
線

バ
ス

が
6
路

線
、

ち
ゅ

う
バ

ス
が

2
路

線
運

行
し

て
お

り
、

「「
府府

中中
駅駅

」」
「「

国国
立立

駅駅
」」

「「
聖聖

蹟蹟
桜桜

ヶヶ
丘丘

駅駅
」」

「「
谷谷

保保
駅駅

」」
「「

中中
河河

原原
駅駅

」」
に

ア
ク

セ
ス

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
•

ま
た

、
運

行
本

数
は

多
く

な
い

が
、

多
摩

総
合

医
療

セ
ン

タ
ー

へ
の

ア
ク

セ
ス

も
可

能
で

あ
る

。

■
地
区
現
況

・
西

府
方

面
に

ち
ゅ

う
バ

ス
が

走
っ
て

い
な
い

の
が
不

便
。
（

西
府
町

2
丁

目
 4

0
代

 女
性

）
・

利
用

者
の

多
い

地
域

に
は
バ

ス
停
を

作
り
ま

す
が
、

利
用
者

の
少
な

い
地
域

も
ピ
ッ

ク
ア
ッ

プ
で
き

る
よ

う
な

シ
ス

テ
ム

を
作

っ
て

ほ
し
い

。
（
西

府
町

3
丁

目
 6

0
代

 女
性

）

図
公

共
交

通
に

対
す

る
満

足
度

図
公

共
交

通
の

不
満

点

【
地
区
概
要
】

■
公
共
交
通
の
利
用
状
況

•
地

区
内

で
利

用
が

多
い

ち
ゅ

う
バ

ス
の

バ
ス

停
は

、
「「

本本
宿宿

町町
三三

丁丁
目目

北北
」」

「「
本本

宿宿
町町

四四
丁丁

目目
」」

とと
なな

っっ
てて

いい
るる

。
一

方
、

「「
東東

芝芝
南南

門門
」」

「「
日日

新新
町町

三三
丁丁

目目
」」

にに
おお

いい
てて

はは
、、

比比
較較

的的
利利

用用
がが

少少
なな

いい
。

•
市

全
体

と
比

較
す

る
と

、
路路

線線
ババ

スス
・・

ちち
ゅゅ

うう
ババ

スス
のの

いい
ずず

れれ
かか

のの
利利

用用
がが

多多
いい

地
域

と
な

っ
て

い
る

が
、

ど
ち

ら
も

利
用

し
て

い
な

い
割

合
も

高
い

。
•

公
共

交
通

の
満

足
度

を
み

る
と

、
1
7
.2

%
が

不
満

と
回

答
し

て
お

り
、

市
全

体
と

同
程

度
で

あ
る

。
•

公
共

交
通

の
不

満
点

と
し

て
は

、
「

ババ
スス

のの
本本

数数
がが

少少
なな

いい
（

3
6
.5

%
）

」
「

目目
的的

地地
まま

でで
のの

ババ
スス

がが
なな

いい
（

3
6
.5

%
）

」
「

自自
転転

車車
のの

走走
行行

環環
境境

がが
悪悪

いい
（

2
6
.9

%
）

」
で

あ
っ

た
。

【
公
共
交
通
に
対
す
る
満
足
度
】
（

R
2
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

住
民

の
声

（
令

和
２

年
度

市
民

ア
ン

ケ
ー

ト
よ

り
）

表
地

区
内

の
公

共
交

通
＜

西
府

エ
リ

ア
＞

図
公

共
交

通
の

利
用

状
況

（
R
2
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

・
高

齢
者

が
行

き
た

い
病

院
の

方
面
へ

の
バ
ス

の
本
数

が
少
な

い
。

・
多

摩
総

合
医

療
セ

ン
タ

ー
へ

の
路
線

バ
ス
運

行
本
数

が
少
な

い
。

民
生

委
員

ア
ン

ケ
ー

ト

【
利
用
状
況
】

図
地

区
現

況
図

（
人

口
、

施
設

立
地

、
運

行
ル

ー
ト

）

路
線

起
終
点

便
数

西
府

0
1

（
京

王
バ

ス
）

西
府

駅
～

総
合

医
療

セ
ン

タ
ー

～
西

国
分

寺
駅

1
1
便

府
4
2
・

4
6

（
京

王
バ

ス
）

府
中

駅
～

府
中

イ
ン

テ
リ

ジ
ェ

ン
ト

パ
ー

ク
～

府
中

駅
4
6
便

国
1
7

（
京

王
バ

ス
）

国
立

駅
南

口
～

谷
保

駅
～

府
中

駅
4
8
便

国
1
8

（
京

王
バ

ス
）

国
立

駅
南

口
～

日
新

町
二

丁
目

～
聖

蹟
桜

ヶ
丘

駅
9
6
便

中
0
3

（
京

王
バ

ス
）

中
河

原
駅

～
Ｎ

Ｅ
Ｃ

正
門

～
都

営
泉

二
丁

目
4
便

西
国

4
4
・

4
5

（
京

王
バ

ス
）

府
中

駅
～

西
国

分
寺

駅
3
5
便

北
山

町
循

環
（

ち
ゅ

う
バ

ス
）

武
蔵

台
文

化
セ

ン
タ

ー
西

～
府

中
駅

2
3
便

四
谷

六
丁

目
ル

ー
ト

（
ち

ゅ
う

バ
ス

）
中

河
原

駅
～

四
谷

六
丁

目
～

中
河

原
駅

2
4
便

010203040506070

乗
車

降
車

（（
四四

谷谷
六六

丁丁
目目

ルル
ーー

トト
））

西
府

エ
リ

ア
内

図
バ

ス
停

別
の

乗
降

車
数

（
R
3
ち

ゅ
う

バ
ス

利
用

者
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

満
足

5
3
.9
％

不
満

1
6
.7
％

満
足

4
7
.3
％

不
満

1
7
.2
％

01020304050607080

乗
車

降
車

（（
北北

山山
町町

循循
環環

））

西
府

エ
リ

ア
内

(●
)は

片
側

の
み

の
バ

ス
停

●

(●
)は

片
側

の
み

の
バ

ス
停

●
●●

●

●●
●

●
●

●

●
●

●
●

●
●

●

●

●
●

●
●

●
●

●

1
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地地
区区

別別
カカ

ルル
テテ

（（
③③

西西
府府

文文
化化

セセ
ンン

タタ
ーー

圏圏
域域

））
■
移
動
特
性

（
R
2
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

【
日
用
品
の
買
い
物
】

•
日

用
品

の
買

い
物

先
と

し
て

は
、

商
業

施
設

が
集

積
す

る
「「

西西
原原

町町
」」

やや
「「

西西
府府

駅駅
周周

辺辺
」」

「「
府府

中中
駅駅

周周
辺辺

」」
がが

多多
いい

。

【
通
院
】

•
通

院
先

は
、

「「
府府

中中
駅駅

周周
辺辺

」」
がが

最最
もも

多多
いい

。
•

本
宿

町
か

ら
「「

西西
府府

駅駅
周周

辺辺
」」

へへ
のの

通通
院院

もも
一一

定定
程程

度度
みみ

らら
れれ

るる
。

【
日
用
品
以
外
の
買
い
物
】

•
日

用
品

以
外

の
買

い
物

先
は

「「
府府

中中
駅駅

周周
辺辺

」」
「「

立立
川川

市市
」」

「「
多多

摩摩
市市

」」
がが

多多
いい

。
•

そ
の

他
、

一
部

「「
西西

府府
駅駅

周周
辺辺

」」
へへ

のの
移移

動動
もも

見見
らら

れれ
るる

。
•

用
事

別
の

交
通

手
段

は
図

の
と

お
り

で
あ

る
。

•
公

共
交

通
の

利
用

状
況

を
市

全
体

と
比

べ
る

と
い

ず
れ

の
用

事
に

お
い

て
も

ち
ゅ

う
バ

ス
の

利
用

が
少

な
く

、
自自

転転
車車

・・
路路

線線
ババ

スス
・・

自自
家家

用用
車車

（（
自自

分分
でで

運運
転転

・・
家家

族族
等等

のの
送送

迎迎
））

がが
多多

くく
、、

ママ
イイ

カカ
ーー

依依
存存

のの
傾

向
が

あ
る

。

【
交
通
手
段
】

日
用

品
の

買
い

物

通
院

日
用

品
以

外
の

買
い

物

府
中
駅
周
辺

西
原
町

西
府
駅

府
中
駅
周
辺

多
摩
市

府
中
駅
周
辺

2
※
3
以
上
を
表
示

※
3
以
上
を
表
示

66

33

88
44

立
川
市

77

77

55

※
3
以
上
を
表
示

44
33

11
22
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地地
区区

別別
カカ

ルル
テテ

（（
③③

西西
府府

文文
化化

セセ
ンン

タタ
ーー

圏圏
域域

））

【
通
勤
状
況
】

図 図
通通

勤勤
のの

頻頻
度度

図図
通通

勤勤
時時

のの
移移

動動
手手

段段

■
地
区
の
現
状
・
問
題
点
と
課
題

•
西

府
駅

周
辺

や
府

中
駅

周
辺

、
西

原
町

が
生

活
圏

と
な

っ
て

い
る

。
•

通
院

に
お

い
て

は
、

多
摩

総
合

医
療

セ
ン

タ
ー

の
あ

る
武

蔵
台

へ
の

移
動

も
み

ら
れ

る
も

の
の

、
西

府
駅

周
辺

か
ら

多
摩

総
合

医
療

セ
ン

タ
ー

方
面

へ
の

公
共

交
通

サ
ー

ビ
ス

が
不

十
分

で
あ

る
可

能
性

が
あ

る
。

•
地

区
内

に
は

路
線

バ
ス

・
ち

ゅ
う

バ
ス

・
鉄

道
の

公
共

交
通

網
が

充
実

し
て

い
る

も
の

の
、

マ
イ

カ
ー

利
用

率
が

高
い

。

•
府

中
駅

周
辺

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
の

維
持

に
向

け
た

検
討

が
必

要
で

あ
る

。
•

西
府

駅
周

辺
か

ら
武

蔵
台

方
面

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
の

向
上

に
向

け
た

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

【
現
状
・
問
題
点
】

【
課
題
】

•
約

5
7
%
が

「
週

に
3
回

以
上

」
、

約
6
4
%
が

「
週

に
１

回
以

上
」

の
通

勤
を

し
て

い
る

。

•
市

全
体

と
比

べ
る

と
「「

通通
勤勤

・・
通通

学学
しし

てて
いい

なな
いい

（（
22
00
..00
%%
））

」」
のの

割割
合合

がが
少少

なな
いい

。

•
交

通
手

段
は

、
「

自自
家家

用用
車車

（（
自自

分分
でで

運運
転転

））
（

3
6
.6
%
）

」
「

徒
歩

（
3
3
.7
%
）

」
「

自
転

車
（

3
3
.7
%
）

」
と

な
っ

て
お

り
、

路路
線線

ババ
スス

・・
ちち

ゅゅ
うう

ババ
スス

のの
通通

勤勤
利利

用用
はは

少少
なな

いい
。

•
通

勤
先

は
「 「

都都
内内

（（
立立

川川
市市

、、
日日

野野
市市

なな
どど

））
」」

がが
多多

くく
、

市
内

に
勤

務
し

て
い

る
割

合
は

2
9
.1
％

で
あ

っ
た

。

図図
通通

勤勤
先先

【
日
常
的
に
利
用
す
る
鉄
道
駅
】

•
「「

西西
府府

駅駅
」」

のの
利利

用用
がが

最最
もも

多多
くく

、
次

い
で

「「
分分

倍倍
河河

原原
駅駅

」」
のの

利利
用用

がが
多多

いい
。

•
鉄

道
駅

ま
で

の
交

通
手

段
は

、
徒徒

歩歩
・・

自自
転転

車車
がが

多多
いい

。
雨

天
時

は
、

路路
線線

ババ
スス

・・
ちち

ゅゅ
うう

ババ
スス

をを
利利

用用
すす

るる
割割

合合
がが

高高
まま

るる
。

図図
駅駅

まま
でで

のの
交交

通通
手手

段段

図図
日日

常常
的的

にに
利利

用用
すす

るる
駅駅

市市
町町
村村

立
川
市

55
日
野
市

55
新
宿
区

33
渋
谷
区

33
多
摩
市

33
小
平
市

33
調
布
市

22
港
区

11
世
田
谷
区

11
稲
城
市

11
そ
の
他

11
00

週
に

3
回

以
上

5
2
.8
％

週
に

3
回

以
上

5
7
.2
％

週
に

1
回

以
上

5
8
.8
％

週
に

1
回

以
上

6
4
.5
％

西
府
駅

分
倍
河
原
駅

※
2
以
上
を
表
示

3
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01020304050607080

乗
車

降
車

＜
府

中
市

全
体

＞

地地
区区

別別
カカ

ルル
テテ

（（
④④

武武
蔵蔵

台台
文文

化化
セセ

ンン
タタ

ーー
圏圏

域域
））

•
地

区
人

口
は

1
4
,5

3
8
人

（
全

市
に

占
め

る
割

合
5
.6

%
）

で
あ

り
、

武
蔵

台
3
丁

目
、

北
山

町
４

丁
目

に
特

に
集

中
し

て
い

る
。

•
老

年
人

口
は

4
,0

2
3
人

、
高

齢
化

率
は

2
7
.7

%
で

あ
り

、
府

中
市

の
中

で
も

高高
齢齢

化化
がが

進進
んん

でで
いい

るる
。

•
地

区
内

に
は

、
路

線
バ

ス
が

6
路

線
、

ち
ゅ

う
バ

ス
が

1
路

線
運

行
し

て
お

り
、

「「
国国

立立
駅駅

」」
「「

西西
国国

分分
寺寺

駅駅
」」

「「
府府

中中
駅駅

」」
「「

西西
府府

駅駅
」」

に
ア

ク
セ

ス
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

•
ま

た
、

武
蔵

台
地

区
は

多多
摩摩

総総
合合

医医
療療

セセ
ンン

タタ
ーー

をを
中中

心心
にに

起起
伏伏

がが
ああ

るる
地地

形形
と

な
っ

て
い

る
。

■
地
区
現
況

・
ち

ゅ
う

バ
ス

で
府

中
駅

ま
で

行
く
場

合
に
時

間
が
か

か
る

（
北

山
町

4
丁

目
 5

0
代

 男
性

）
（

北
山

町
4
丁

目
 7

0
代

 男
性

）
・

早
朝

に
J
R
方

面
に

出
ら

れ
る
バ

ス
が
な

い
。
雨

の
日
は

大
変
。

（
北
山

町
2
丁
目

 5
0
代

 女
性

）

図
地

区
現

況
図

（
人

口
、

施
設

立
地

、
運

行
ル

ー
ト

）

図
公

共
交

通
に

対
す

る
満

足
度

図
公

共
交

通
の

不
満

点

【
地
区
概
要
】

■
公
共
交
通
の
利
用
状
況

•
地

区
内

で
利

用
が

多
い

ち
ゅ

う
バ

ス
の

バ
ス

停
は

、
「「

西西
原原

町町
南南

」」
「「

西西
原原

町町
」」

やや
「「

せせ
せせ

らら
ぎぎ

公公
園園

」」
～～

「「
療療

育育
セセ

ンン
タタ

ーー
前前

」」
間間

とと
なな

っっ
てて

いい
るる

。
一

方
、

「「
西西

原原
町町

北北
」」

～～
「「

北北
山山

町町
二二

丁丁
目目

」」
間間

やや
「「

武武
蔵蔵

台台
文文

化化
セセ

ンン
タタ

ーー
西西

」」
～～

「「
武武

蔵蔵
台台

一一
丁丁

目目
西西

」」
間間

にに
おお

いい
てて

はは
、、

比比
較較

的的
利利

用用
がが

少少
なな

いい
。

•
市

全
体

と
比

較
す

る
と

、
路路

線線
ババ

スス
のの

利利
用用

がが
多多

くく
、、

ちち
ゅゅ

うう
ババ

スス
のの

利利
用用

がが
少少

なな
いい

地
域

と
な

っ
て

い
る

。
•

公
共

交
通

の
満

足
度

を
み

る
と

、
2
4
.6

%
が

不
満

と
回

答
し

て
お

り
、

市
全

体
と

比
べ

て
割

合
が

多
い

。
•

公
共

交
通

の
不

満
点

と
し

て
は

、
「

バ
ス

の
本

数
が

少
な

い
（

3
5
.0

%
）

」
「

目目
的的

地地
まま

でで
のの

ババ
スス

がが
なな

いい
（

3
2
.5

%
）

」
「

駅駅
・・

ババ
スス

停停
まま

でで
のの

移移
動動

がが
大大

変変
（

2
0
.0

%
）

」
で

あ
っ

た
。

【
公
共
交
通
に
対
す
る
満
足
度
】
 （

R
2
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

住
民

の
声

（
令

和
２

年
度

市
民

ア
ン

ケ
ー

ト
よ

り
）

路
線

起
終
点

便
数

国
0
1

（
京

王
バ

ス
）

府
中

営
業

所
～

東
芝

前
～

国
立

駅
南

口
6
便

国
0
2
・

0
3

（
京

王
バ

ス
）

府
中

駅
～

東
芝

前
～

国
立

駅
7
7
便

府
2
1

（
京

王
バ

ス
）

府
中

駅
～

総
合

医
療

セ
ン

タ
ー

8
便

府
4
2
・

4
6

（
京

王
バ

ス
）

府
中

駅
～

府
中

イ
ン

テ
リ

ジ
ェ

ン
ト

パ
ー

ク
～

府
中

駅

4
6
便

（
府

4
2
は

土
日

そ
れ

ぞ
れ

1
便

ず
つ

）

西
国

4
4
・

4
5

（
京

王
バ

ス
）

府
中

駅
～

西
国

分
寺

駅
3
5
便

西
府

0
1

（
京

王
バ

ス
）

西
府

駅
～

総
合

医
療

セ
ン

タ
ー

～
西

国
分

寺
駅

1
1
便

北
山

町
循

環
（

ち
ゅ

う
バ

ス
）

武
蔵

台
文

化
セ

ン
タ

ー
西

～
府

中
駅

2
3
便

表
地

区
内

の
公

共
交

通
＜

武
蔵

台
エ

リ
ア

＞

図
公

共
交

通
の

利
用

状
況

（
R
2
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

・
ち

ゅ
う

バ
ス

が
武

蔵
台

文
化

セ
ン
タ

ー
の
あ

る
坂
下

ま
で
し

か
来
な

い
の
で

、
武
蔵

台
3
丁
目

か
ら
は

バ
ス

停
が

近
い

人
で

も
、
坂

の
上
り

下
り
を

考
え
る

と
利
用

で
き
な

い
。

民
生

委
員

ア
ン

ケ
ー

ト

【
利
用
状
況
】

（（
北北

山山
町町

循循
環環

））

武
蔵

台
エ

リ
ア

内

図
バ

ス
停

別
の

乗
降

車
数

（
R
3
ち

ゅ
う

バ
ス

利
用

者
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

(●
)は

片
側

の
み

の
バ

ス
停

満
足

5
3
.9
％

不
満

1
6
.7
％

満
足

4
8
.2
％

不
満

2
4
.6
％

●
●●

●

●●
●

●
●

●●

1
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地地
区区

別別
カカ

ルル
テテ

（（
④④

武武
蔵蔵

台台
文文

化化
セセ

ンン
タタ

ーー
圏圏

域域
））

■
移
動
特
性

（
R
2
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

【
日
用
品
の
買
い
物
】

•
日

用
品

の
買

い
物

先
と

し
て

は
、

「「
国国

分分
寺寺

市市
」」

「「
西西

原原
町町

」」
がが

多多
いい

。
•

次
い

で
、

北
山

町
・

西
原

町
か

ら
「「

府府
中中

駅駅
周周

辺辺
」」

「「
国国

立立
市市

」」
へ

の
移

動
も

み
ら

れ
る

。

【
通
院
】

•
通

院
先

は
、

「「
府府

中中
駅駅

周周
辺辺

」」
やや

「「
国国

立立
市市

」」
がが

多多
いい

。
•

北
山

町
か

ら
武

蔵
台

・
西

原
町

、
北

山
町

内
と

い
っ

た
地地

域域
内内

のの
通通

院院
も

見
ら

れ
る

。

【
日
用
品
以
外
の
買
い
物
】

•
北

山
町

・
西

原
町

か
ら

は
「「

府府
中中

駅駅
周周

辺辺
」」

「「
立立

川川
市市

」」
へへ

のの
移移

動動
がが

多多
いい

。
•

武
蔵

台
か

ら
は

「「
立立

川川
市市

」」
「「

国国
分分

寺寺
市市

」」
へへ

のの
移移

動動
もも

見見
らら

れれ
るる

。
•

用
事

別
の

交
通

手
段

は
図

の
と

お
り

で
あ

る
。

•
公

共
交

通
の

利
用

状
況

を
市

全
体

と
比

べ
る

と
い

ず
れ

の
用

事
に

お
い

て
も

、
徒徒

歩歩
・・

自自
転転

車車
・・

路路
線線

ババ
スス

利利
用用

がが
多多

いい
傾

向
が

あ
る

。

【
交
通
手
段
】

日
用

品
の

買
い

物

通
院

日
用

品
以

外
の

買
い

物

３３

22

国
分
寺
市

西
原
町

国
分
寺
市

府
中
駅
周
辺

府
中
駅
周
辺

2

※
３
以
上
を
表
示

※
４
以
上
を
表
示

立
川
市

77

88

44

立
川
市

※
２
以
上
を
表
示

22

66

44
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地地
区区

別別
カカ

ルル
テテ

（（
④④

武武
蔵蔵

台台
文文

化化
セセ

ンン
タタ

ーー
圏圏

域域
））

【
通
勤
状
況
】

図 図
通通

勤勤
時時

のの
移移

動動
手手

段段

■
地
区
の
現
状
・
問
題
点
と
課
題

•
地

区
ご

と
に

生
活

圏
が

異
な

っ
て

お
り

、
西

原
町

は
西

府
駅

・
府

中
駅

周
辺

、
北

山
町

は
国

立
駅

・
府

中
駅

周
辺

、
武

蔵
台

は
西

国
分

寺
駅

・
府

中
駅

周
辺

で
あ

る
。

•
ち

ゅ
う

バ
ス

北
山

町
循

環
に

お
い

て
、

利
用

が
少

な
い

区
間

が
あ

る
。

•
ち

ゅ
う

バ
ス

北
山

町
循

環
と

路
線

バ
ス

の
ル

ー
ト

が
重

複
し

て
い

る
区

間
が

あ
る

。
•

市
全

体
と

比
べ

て
高

齢
者

割
合

が
高

い
エ

リ
ア

と
な

っ
て

い
る

。
•

多
摩

総
合

医
療

セ
ン

タ
ー

周
辺

は
、

起
伏

が
あ

る
た

め
、

高
齢

者
に

と
っ

て
は

バ
ス

停
ま

で
歩

く
こ

と
が

困
難

で
あ

る
可

能
性

が
あ

る
。

•
府

中
駅

周
辺

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
の

維
持

に
向

け
た

検
討

が
必

要
で

あ
る

。
•

西
原

町
か

ら
西

府
駅

、
北

山
町

か
ら

国
立

駅
、

武
蔵

台
か

ら
西

国
分

寺
駅

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
の

維
持

・
向

上
に

向
け

た
検

討
が

必
要

で
あ

る
（

周
辺

市
(国

分
寺

市
・

国
立

市
)と

の
広

域
連

携
）

。
•

移
動

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

、
ち

ゅ
う

バ
ス

（
北

山
町

循
環

）
の

運
行

ル
ー

ト
の

見
直

し
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

•
な

お
、

ル
ー

ト
検

討
に

お
い

て
は

、
バ

ス
停

ま
で

の
距

離
だ

け
で

な
く

、
地

形
を

踏
ま

え
た

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

【
現
状
・
問
題
点
】

【
課
題
】

•
約

5
割

が
「

週
に

3
回

以
上

」
、

約
5
7
%
が

「
週

に
1
回

以
上

」
の

通
勤

を
し

て
い

る
。

•
交

通
手

段
は

、
「

徒徒
歩歩

（
4
0
.3
%
）

」
「

自自
転転

車車
（

3
4
.3
%
）

」
「

自自
家家

用用
車車

（（
自自

分分
でで

運運
転転

））
（

2
5
.4
%
）

」
と

な
っ

て
い

る
。

•
公公

共共
交交

通通
にに

よよ
るる

通通
勤勤

もも
みみ

らら
れれ

、
「

路路
線線

ババ
スス

（
1
9
.4
％

）
」

「
鉄

道
（

1
7
.9
％

）
」

と
な

っ
て

い
る

。

•
通

勤
先

は
「「

都都
内内

（（
国国

分分
寺寺

市市
、、

立立
川川

市市
、、

国国
立立

市市
なな

どど
））

」」
がが

最最
もも

多多
くく

、
市

内
に

勤
務

し
て

い
る

割
合

は
4
1
.7
％

で
あ

っ
た

。

図図
通通

勤勤
先先

【
日
常
的
に
利
用
す
る
鉄
道
駅
】

•
各各

地地
区区

のの
最最

寄寄
りり

鉄鉄
道道

駅駅
をを

利利
用用

すす
るる

傾傾
向向

がが
ああ

りり
、

武
蔵

台
は

「
西

国
分

寺
駅

」
、

北
山

町
は

「
国

立
駅

」
、

西
原

町
は

「
府

中
駅

」
が

多
い

。

•
各

地
区

と
も

「「
府府

中中
駅駅

」」
のの

利利
用用

はは
一一

定定
程程

度度
見見

らら
れれ

るる
。

•
鉄

道
駅

ま
で

の
交

通
手

段
は

、
徒

歩
・

自
転

車
が

多
い

が
、

22
割割

がが
路路

線線
ババ

スス
をを

利利
用用

しし
てて

駅駅
まま

でで
アア

クク
セセ

スス
しし

てて
いい

るる
。。

図図
日日

常常
的的

にに
利利

用用
すす

るる
駅駅

市市
町町
村村

国
分
寺
市

55
立
川
市

44
国
立
市

33
新
宿
区

22
千
代
田
区

22
日
野
市

11
世
田
谷
区

11
稲
城
市

11
武
蔵
野
市

11
中
野
区

11
そ
の
他

22

図図
駅駅

まま
でで

のの
交交

通通
手手

段段

※
2
以
上
を
表
示

3

谷
保

駅

西
国

分
寺

駅
国

立
駅

府
中

駅

７

2
以

上
を

表
示

西
国
分
寺
駅

府
中
駅

図図
通通

勤勤
のの

頻頻
度度

週
に

3
回

以
上

5
2
.8
％

週
に

3
回

以
上

5
0
.6
％

週
に

1
回

以
上

5
8
.8
％

週
に

1
回

以
上

5
6
.8
％
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＜
府

中
市

全
体

＞

地地
区区

別別
カカ

ルル
テテ

（（
⑤⑤

新新
町町

文文
化化

セセ
ンン

タタ
ーー

圏圏
域域

））

•
地

区
人

口
は

2
5
,4

0
1
人

（
全

市
に

占
め

る
割

合
9
.4

%
）

で
あ

り
、

新
町

や
浅

間
町

3
丁

目
に

特
に

集
中

し
て

い
る

。
•

老
年

人
口

は
6
,5

5
6
人

、
高

齢
化

率
は

2
5
.8

%
で

あ
り

、
府

中
市

の
中

で
も

高高
齢齢

化化
がが

進進
んん

でで
いい

るる
。

•
地

区
内

に
は

、
路

線
バ

ス
が

7
路

線
、

ち
ゅ

う
バ

ス
が

1
路

線
運

行
し

て
お

り
、

「「
府府

中中
駅駅

」」
「「

国国
分分

寺寺
駅駅

」」
「「

国国
立立

駅駅
」」

「「
武武

蔵蔵
小小

金金
井井

駅駅
」」

「「
東東

府府
中中

駅駅
」」

に
ア

ク
セ

ス
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

•
栄

町
1
・

3
丁

目
や

幸
町

3
丁

目
な

ど
の

一
部

で
、

交交
通通

空空
白白

地地
域域

やや
交交

通通
不不

便便
地地

域域
と

な
っ

て
い

る
。

■
地
区
現
況

・
悪

天
候

時
の

府
中

～
国

分
寺

の
路
線

バ
ス
は

混
み
す

ぎ
て
乗

れ
な
い

。
（
栄

町
1
丁
目

 4
0
代

 男
性

）
・

ち
ょ

こ
り

ん
ス

ポ
ッ

ト
を
復

活
さ
せ

て
ほ
し

い
。

（
新

町
2
丁

目
 2

0
代

 女
性

）
（

新
町

1
丁

目
 7

0
代

 男
性

）
（

幸
町

3
丁
目

 4
0
代

 女
性

）
な

ど

図
地

区
現

況
図

（
人

口
、

施
設

立
地

、
運

行
ル

ー
ト

）

図
公

共
交

通
に

対
す

る
満

足
度

図
公

共
交

通
の

不
満

点

【
地
区
概
要
】

■
公
共
交
通
の
利
用
状
況

•
地

区
内

で
利

用
が

多
い

ち
ゅ

う
バ

ス
の

バ
ス

停
は

、
「「

生生
涯涯

学学
習習

セセ
ンン

タタ
ーー

」」
とと

なな
っっ

てて
いい

るる
。

一
方

、
「「

府府
中中

市市
美美

術術
館館

」」
「「

市市
民民

聖聖
苑苑

前前
」」

にに
おお

いい
てて

はは
、、

利利
用用

がが
少少

なな
いい

。
•

市
全

体
と

比
較

す
る

と
、

路路
線線

ババ
スス

のの
利利

用用
がが

非非
常常

にに
多多

いい
地

域
と

な
っ

て
い

る
。

•
公

共
交

通
の

満
足

度
を

み
る

と
、

1
8
.1

%
が

不
満

と
回

答
し

て
お

り
、

市
全

体
と

比
べ

て
や

や
割

合
が

多
い

。
•

公
共

交
通

の
不

満
点

と
し

て
は

、
「

バ
ス

の
本

数
が

少
な

い
（

2
5
.3

%
）

」
の

回
答

が
最

も
多

い
が

、
市

全
体

と
比

較
す

る
と

そ
の

割
合

が
少

な
い

。
•

そ
の

他
「

自自
転転

車車
駐駐

車車
場場

がが
足足

りり
なな

いい
（

2
1
.3

%
）

」
 「

自
転

車
の

走
行

環
境

が
悪

い
（

1
7
.3

%
）

」
で

あ
っ

た
。

【
公
共
交
通
に
対
す
る
満
足
度
】
 （

R
2
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

住
民

の
声

（
令

和
２

年
度

市
民

ア
ン

ケ
ー

ト
よ

り
）

表
地

区
内

の
公

共
交

通
＜

新
町

エ
リ

ア
＞

図
公

共
交

通
の

利
用

状
況

（
R
2
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

・
ス

ー
パ

ー
は

歩
い

て
1
0
～

１
5
分
の

と
こ
ろ

に
あ
る

が
、
脚

の
悪
い

一
人
暮

ら
し
の

ご
老
人

が
多
く

、
途

中
疲

れ
て

道
端

に
座

り
込

ん
で
い

る
の
に

度
々
出

く
わ
す

。
・

通
院

に
不

便
を

感
じ

て
い
る

方
が
多

い
。

民
生

委
員

ア
ン

ケ
ー

ト

【
利
用
状
況
】

図
バ

ス
停

別
の

乗
降

車
数

（
R
3
ち

ゅ
う

バ
ス

利
用

者
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

満
足

5
3
.9
％

不
満

1
6
.7
％

満
足

5
2
.1
％

不
満

1
8
.1
％

02040608010
0

12
0

14
0

乗
車

降
車

（（
多多

磨磨
町町

ルル
ーー

トト
））

新
町

エ
リ

ア
内

(●
)は

片
側

の
み

の
バ

ス
停

●

●
●

●

1

路
線

起
終
点

便
数

国
0
1

（
京

王
バ

ス
）

府
中

営
業

所
～

東
芝

前
～

国
立

駅
南

口
6
便

武
6
6

（
京

王
バ

ス
）

府
中

営
業

所
～

府
中

高
校

～
武

蔵
小

金
井

駅
南

口
2
便

(日
・

祝
の

み
)

寺
9
1

（
京

王
バ

ス
）

府
中

駅
～

明
星

学
苑

～
国

分
寺

駅
南

口
8
7
便

寺
9
2

（
京

王
バ

ス
）

府
中

駅
～

栄
町

一
丁

目
～

国
分

寺
駅

4
9
便

武
7
1

（
京

王
バ

ス
）

府
中

駅
～

一
本

木
～

武
蔵

小
金

井
駅

南
口

5
3
便

武
7
3

（
京

王
バ

ス
）

府
中

駅
～

学
園

通
郵

便
局

～
武

蔵
小

金
井

駅
南

口
1
0
6
便

府
7
5

（
京

王
バ

ス
）

東
府

中
駅

～
浅

間
町

三
丁

目
～

武
蔵

小
金

井
駅

南
口

5
4
便

多
磨

町
ル

ー
ト

（
ち

ゅ
う

バ
ス

）
府

中
駅

～
多

磨
町

2
1
便
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地地
区区

別別
カカ

ルル
テテ

（（
⑤⑤

新新
町町

文文
化化

セセ
ンン

タタ
ーー

圏圏
域域

））
■
移
動
特
性

（
R
2
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

【
日
用
品
の
買
い
物
】

•
日

用
品

の
買

い
物

先
と

し
て

は
、

「「
府府

中中
駅駅

周周
辺辺

」」
「「

浅浅
間間

町町
」」

がが
多多

いい
。

•
栄

町
内

、
新

町
内

、
浅

間
町

内
と

い
っ

た
地

区
内

で
買

い
物

を
済

ま
せ

る
傾

向
が

見
ら

れ
る

。
•

一
部

、
浅

間
町

か
ら

「「
小小

金金
井井

市市
」」

へへ
のの

移移
動動

もも
見見

らら
れれ

るる
。

【
通
院
】

•
通

院
先

は
、

「「
府府

中中
駅駅

周周
辺辺

」」
「「

新新
町町

」」
がが

多多
いい

。
•

限
定

的
で

は
あ

る
が

、
新

町
か

ら
「「

国国
分分

寺寺
市市

」」
へへ

のの
通通

院院
も

見
ら

れ
る

。

【
日
用
品
以
外
の
買
い
物
】

•
日

用
品

以
外

の
買

い
物

先
は

「「
府府

中中
駅駅

周周
辺辺

」」
へへ

のの
買買

いい
物物

がが
多多

いい
。

•
そ

の
他

、
新

町
・

浅
間

町
か

ら
「「

小小
金金

井井
市市

」」
、

新
町

か
ら

「「
国国

分分
寺寺

市市
」」

へへ
のの

移移
動動

もも
見見

らら
れれ

るる
。

•
用

事
別

の
交

通
手

段
は

図
の

と
お

り
で

あ
る

。

•
公

共
交

通
の

利
用

状
況

を
市

全
体

と
比

べ
る

と
い

ず
れ

の
用

事
に

お
い

て
も

、
自自

転転
車車

・・
路路

線線
ババ

スス
・・

自自
家家

用用
車車

（（
自自

分分
でで

運運
転転

・・
家家

族族
等等

のの
送送

迎迎
））

のの
利利

用用
がが

多多
いい

傾
向

が
あ

る
。

•
一

方
、

ちち
ゅゅ

うう
ババ

スス
・・

鉄鉄
道道

のの
利利

用用
はは

少少
なな

いい
傾

向
が

み
ら

れ
る

。

【
交
通
手
段
】

日
用

品
の

買
い

物

通
院

日
用

品
以

外
の

買
い

物

府
中
駅
周
辺

浅
間
町

府
中
駅
周
辺

府
中
駅
周
辺

2

※
５
以
上
を
表
示

立
川
市

※
３
以
上
を
表
示

55

※
５
以
上
を
表
示
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府
中
駅

国
分
寺
駅

武
蔵
小
金
井
駅

※
3
以
上
を
表
示

地地
区区

別別
カカ

ルル
テテ

（（
⑤⑤

新新
町町

文文
化化

セセ
ンン

タタ
ーー

圏圏
域域

））

【
通
勤
状
況
】

図 図
通通

勤勤
のの

頻頻
度度

図図
通通

勤勤
時時

のの
移移

動動
手手

段段

■
地
区
の
現
状
・
問
題
点
と
課
題

•
生

活
圏

が
多

様
で

、
府

中
駅

周
辺

だ
け

で
な

く
、

国
分

寺
駅

や
武

蔵
小

金
井

駅
方

面
へ

の
移

動
も

見
ら

れ
る

。
•

日
常

的
な

買
い

物
を

地
域

内
で

済
ま

せ
て

い
る

こ
と

も
多

い
。

•
買

い
物

や
通

院
、

通
勤

に
お

い
て

、
路

線
バ

ス
の

利
用

が
多

い
地

区
で

あ
る

。
•

自
家

用
車

の
利

用
割

合
も

多
く

、
マ

イ
カ

ー
依

存
が

生
じ

て
い

る
。

•
自

転
車

利
用

が
多

い
地

区
で

あ
り

、
府

中
駅

周
辺

の
駐

輪
場

に
関

す
る

要
望

が
他

地
区

よ
り

も
多

く
挙

げ
ら

れ
て

い
る

。

•
府

中
駅

、
国

分
寺

駅
、

武
蔵

小
金

井
駅

周
辺

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
の

維
持

に
向

け
た

検
討

が
必

要
で

あ
る

。
•

自
転

車
の

利
用

環
境

の
向

上
に

向
け

た
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

【
現
状
・
問
題
点
】

【
課
題
】

•
約

5
0
%
が

「
週

に
3
回

以
上

」
、

約
5
6
%
が

「
週

に
１

回
以

上
」

の
通

勤
を

し
て

い
る

。

•
交

通
手

段
は

、
「

自自
転転

車車
（（

44
00
..00

%%
））

」
「

自自
家家

用用
車車

（（
自自

分分
でで

運運
転転

））
（（

33
22
..11

%%
））

」
 「

徒
歩

（
2
5
.7

%
）

」
が

多
い

。

•
市市

全全
体体

とと
比比

べべ
てて

、、
「「

路路
線線

ババ
スス

（（
22
22
..99
％％

））
」」

のの
利利

用用
がが

多多
いい

。

•
通

勤
先

は
「「

都都
内内

（（
調調

布布
市市

、、
新新

宿宿
区区

、、
渋渋

谷谷
区区

なな
どど

））
」」

がが
多多

くく
、

市
内

に
勤

務
し

て
い

る
割

合
は

3
3
.7
％

で
あ

っ
た

。

図図
通通

勤勤
先先

【
日
常
的
に
利
用
す
る
鉄
道
駅
】

•
「「

府府
中中

駅駅
」」

のの
利利

用用
がが

最最
もも

多多
くく

、
次

い
で

「「
国国

分分
寺寺

駅駅
」」

「「
武武

蔵蔵
小小

金金
井井

駅駅
」」

のの
利利

用用
もも

多多
いい

。

•
鉄

道
駅

ま
で

の
交

通
手

段
は

、
自自

転転
車車

・・
路路

線線
ババ

スス
がが

多多
くく

、
雨

天
時

は
、

路路
線線

ババ
スス

をを
利利

用用
すす

るる
割割

合合
がが

ささ
らら

にに
高高

まま
るる

。

•
一

方
、

ちち
ゅゅ

うう
ババ

スス
のの

利利
用用

はは
見見

らら
れれ

なな
かか

っっ
たた

。

図図
駅駅

まま
でで

のの
交交

通通
手手

段段

図図
日日

常常
的的

にに
利利

用用
すす

るる
駅駅

市市
町町
村村

調
布
市

88
新
宿
区

66
渋
谷
区

55
港
区

55
立
川
市

33
多
摩
市

33
三
鷹
市

33
国
立
市

22
千
代
田
区

22
小
平
市

22
そ
の
他

11
11

3

週
に

3
回

以
上

5
2
.8
％

週
に

3
回

以
上

5
0
.3
％

週
に

1
回

以
上

5
8
.8
％

週
に

1
回

以
上

5
6
.7
％
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010203040506070

乗
車

降
車

（（
四四

谷谷
六六

丁丁
目目

ルル
ーー

トト
））

住
吉

エ
リ

ア
内(●

)は
片

側
の

み
の

バ
ス

停

＜
府

中
市

全
体

＞

地地
区区

別別
カカ

ルル
テテ

（（
⑥⑥

住住
吉吉

文文
化化

セセ
ンン

タタ
ーー

圏圏
域域

））

•
地

区
人

口
は

2
6
,7

4
6
人

（
全

市
に

占
め

る
割

合
1
0
.3

%
）

で
あ

り
、

中
河

原
駅

南
部

に
特

に
集

中
し

て
い

る
。

•
老

年
人

口
は

6
,2

3
3
人

、
高

齢
化

率
は

2
3
.3

%
で

あ
り

、
府

中
市

の
中

で
も

やや
やや

高高
齢齢

化化
がが

進進
んん

でで
いい

るる
。

•
地

区
内

に
は

、
路

線
バ

ス
が

6
路

線
、

ち
ゅ

う
バ

ス
が

2
路

線
運

行
し

て
お

り
、

「「
府府

中中
駅駅

」」
「「

分分
倍倍

河河
原原

駅駅
」」

「「
聖聖

蹟蹟
桜桜

ヶヶ
丘丘

駅駅
」」

「「
日日

野野
駅駅

」」
「「

万万
願願

寺寺
駅駅

」」
に

ア
ク

セ
ス

す
る

こ
と

が
で

き
る

が
、

運
行

本
数

が
少

な
い

路
線

が
複

数
あ

る
。

■
地
区
現
況

・
多

摩
総

合
医

療
セ

ン
タ

ー
行

き
バ
ス

が
中
河

原
駅
に

も
あ
る

と
便
利

。
（

住
吉

町
5
丁

目
 7

0
代

 女
性

）
（

住
吉

町
2
丁

目
 4

0
代

 女
性

）
な

ど
・

ち
ゅ

う
バ

ス
に

乗
る

方
が
、

駅
に
向

か
う
の

に
時
間

が
か
か

る
。
（

住
吉
町

3
丁

目
 3

0
代

 女
性

）

図
地

区
現

況
図

（
人

口
、

施
設

立
地

、
運

行
ル

ー
ト

）

図
公

共
交

通
に

対
す

る
満

足
度

図
公

共
交

通
の

不
満

点

【
地
区
概
要
】

■
公
共
交
通
の
利
用
状
況

•
地

区
内

で
利

用
が

多
い

ち
ゅ

う
バ

ス
の

バ
ス

停
は

、
「「

中中
河河

原原
駅駅

」」
「「

南南
町町

交交
番番

東東
」」

とと
なな

っっ
てて

いい
るる

。
一

方
、

「「
変変

電電
所所

前前
」」

～～
「「

住住
吉吉

町町
三三

丁丁
目目

」」
・・

「「
住住

吉吉
町町

四四
丁丁

目目
」」

にに
おお

いい
てて

はは
、、

利利
用用

がが
少少

なな
いい

。
•

市
全

体
と

比
較

す
る

と
、

ちち
ゅゅ

うう
ババ

スス
・・

路路
線線

ババ
スス

とと
もも

にに
利利

用用
すす

るる
割割

合合
がが

やや
やや

高高
いい

地
域

と
な

っ
て

い
る

が
、

「
ち

ゅ
う

バ
ス

・
路

線
バ

ス
と

も
に

利
用

し
て

い
な

い
」

の
割

合
も

高
い

地
域

で
あ

る
。

•
公

共
交

通
の

満
足

度
を

み
る

と
、

2
2
.0

%
が

不
満

と
回

答
し

て
お

り
、

市
全

体
と

比
べ

て
や

や
割

合
が

多
い

。
•

公
共

交
通

の
不

満
点

と
し

て
は

、
「

目目
的的

地地
まま

でで
のの

ババ
スス

がが
なな

いい
（

3
2
.8

%
）

」
  
「

バ
ス

の
本

数
が

少
な

い
（

2
6
.6

%
）

」
 「

自自
転転

車車
のの

走走
行行

環環
境境

がが
悪悪

いい
（

2
6
.6

%
）

」
で

あ
っ

た
。

【
公
共
交
通
に
対
す
る
満
足
度
】
 （

R
2
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

住
民

の
声

（
令

和
２

年
度

市
民

ア
ン

ケ
ー

ト
よ

り
）

表
地

区
内

の
公

共
交

通
＜

住
吉

エ
リ

ア
＞

図
公

共
交

通
の

利
用

状
況

（
R
2
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

・
公

共
交

通
を

利
用

す
る

と
、

目
的
地

ま
で
時

間
が
か

か
る
。

・
分

梅
町

に
も

ち
ゅ

う
バ

ス
を

通
し
て

ほ
し
い

。
民

生
委

員
ア

ン
ケ

ー
ト

【
利
用
状
況
】

図
バ

ス
停

別
の

乗
降

車
数

（
R
3
ち

ゅ
う

バ
ス

利
用

者
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

満
足

5
3
.9
％

不
満

1
6
.7
％

満
足

4
7
.8
％

不
満

2
2
.0
％

010203040506070809010
0

乗
車

降
車

（（
よよ

つつ
やや

苑苑
西西

ルル
ーー

トト
））

住
吉

エ
リ

ア
内

住
吉

エ
リ

ア
内

(●
)は

片
側

の
み

の
バ

ス
停

路
線

起
終
点

便
数

府
5
2

（
京

王
バ

ス
）

府
中

駅
～

分
倍

河
原

駅
～

郷
土

の
森

総
合

体
育

館

3
便

(土
日

祝
の

み
)

分
5
3

（
京

王
バ

ス
）

日
野

駅
～

万
願

寺
駅

～
分

倍
河

原
駅

1
便

中
0
2
、

中
0
3

（
京

王
バ

ス
）

中
河

原
駅

～
都

営
泉

二
丁

目
2
8
便

分
5
2

（
京

王
バ

ス
）

分
倍

河
原

駅
～

郷
土

の
森

総
合

体
育

館
2
7
便

分
5
4

（
京

王
バ

ス
）

都
営

泉
二

丁
目

～
分

倍
河

原
駅

1
便

桜
0
8

（
京

王
バ

ス
）

都
営

泉
二

丁
目

～
中

河
原

駅
～

聖
蹟

桜
ヶ

丘
駅

2
便

(土
日

祝
の

み
)

よ
つ

や
苑

西
ル

ー
ト

（
ち

ゅ
う

バ
ス

）

中
河

原
駅

～
分

倍
河

原
駅

～
府

中
駅

2
1
便

四
谷

六
丁

目
ル

ー
ト

（
ち

ゅ
う

バ
ス

）

中
河

原
駅

～
四

谷
六

丁
目

～
中

河
原

駅
2
4
便

● ●
●

●
●

●
●

●
●

● ●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●

● ●
●

●
●

●
●

●

1
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※
３
以
上
を
表
示

府
中
駅
周
辺

99

中
河
原
駅

住
吉
町

分
倍
河
原
駅

※
3
以
上
を
表
示

33
44

44

中
河
原
駅

地地
区区

別別
カカ

ルル
テテ

（（
⑥⑥

住住
吉吉

文文
化化

セセ
ンン

タタ
ーー

圏圏
域域

））
■
移
動
特
性

（
R
2
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

【
日
用
品
の
買
い
物
】

•
日

用
品

の
買

い
物

先
と

し
て

は
、

「「
中中

河河
原原

駅駅
周周

辺辺
」」

「「
分分

倍倍
河河

原原
駅駅

周周
辺辺

」」
がが

多多
いい

。
•

住
吉

町
か

ら
は

「「
多多

摩摩
市市

」」
へへ

のの
移移

動動
もも

一一
部部

見見
らら

れれ
るる

。
•

一
方

で
、

府府
中中

駅駅
方方

面面
へへ

のの
移移

動動
はは

、、
比比

較較
的的

少少
なな

いい
。

【
通
院
】

•
通

院
先

は
、

「「
中中

河河
原原

駅駅
」」

「「
府府

中中
駅駅

周周
辺辺

」」
がが

多多
いい

。
•

そ
の

他
、

「「
多多

摩摩
市市

」」
「「

武武
蔵蔵

台台
（（

総総
合合

医医
療療

セセ
ンン

タタ
ーー

方方
面面

））
」」

「「
分分

倍倍
河河

原原
駅駅

周周
辺辺

」」
へ

の
移

動
が

見
ら

れ
る

。
•

限
定

的
で

は
あ

る
が

、
南

町
内

の
地地

域域
内内

のの
通通

院院
も

見
ら

れ
る

。

【
日
用
品
以
外
の
買
い
物
】

•
日

用
品

以
外

の
買

い
物

先
と

し
て

は
、

「「
府府

中中
駅駅

周周
辺辺

」」
「「

中中
河河

原原
駅駅

周周
辺辺

」」
へへ

のの
買買

いい
物物

がが
多多

いい
。

•
住

吉
町

、
南

町
か

ら
は

「「
多多

摩摩
市市

」」
「「

立立
川川

市市
」」

へへ
のの

移移
動動

もも
見見

らら
れれ

るる
。

•
用

事
別

の
交

通
手

段
は

図
の

と
お

り
で

あ
る

。

•
公

共
交

通
の

利
用

状
況

を
市

全
体

と
比

べ
る

と
い

ず
れ

の
用

事
に

お
い

て
も

路
線

バ
ス

の
利

用
が

少
な

く
、

鉄鉄
道道

のの
利利

用用
がが

多多
いい

傾
向

が
あ

る
。

•
ま

た
、

自
家

用
車

（
自

分
で

運
転

・
家

族
等

の
送

迎
）

利
用

も
比

較
的

多
い

。

【
交
通
手
段
】

中
河
原
駅

多
摩
市

日
用

品
の

買
い

物

通
院

日
用

品
以

外
の

買
い

物

2
※
3
以
上
を
表
示

都
内
（
2
3
区
）

立
川
市

55

44

55

府
中
駅
周
辺

11
77

148

バックデータ集



地地
区区

別別
カカ

ルル
テテ

（（
⑥⑥

住住
吉吉

文文
化化

セセ
ンン

タタ
ーー

圏圏
域域

））

【
通
勤
状
況
】

図 図
通通

勤勤
のの

頻頻
度度

図図
通通

勤勤
時時

のの
移移

動動
手手

段段

■
地
区
の
現
状
・
問
題
点
と
課
題

•
中

河
原

駅
周

辺
や

分
倍

河
原

駅
周

辺
が

生
活

圏
と

な
っ

て
お

り
、

府
中

駅
方

面
へ

の
移

動
ニ

ー
ズ

が
比

較
的

少
な

い
が

、
ち

ゅ
う

バ
ス

が
当

エ
リ

ア
か

ら
府

中
駅

ま
で

運
行

さ
れ

て
お

り
、

非
効

率
的

な
運

行
ル

ー
ト

と
な

っ
て

い
る

可
能

性
が

あ
る

。
•

ま
た

、
府

中
駅

へ
は

鉄
道

（
京

王
線

）
に

よ
る

ア
ク

セ
ス

も
可

能
で

あ
り

、
1
0
分

に
1
本

程
度

の
頻

度
で

運
行

し
て

い
る

。
•

一
部

、
武

蔵
台

（
総

合
医

療
セ

ン
タ

ー
）

方
面

へ
の

通
院

が
み

ら
れ

、
武

蔵
台

方
面

へ
の

公
共

交
通

ア
ク

セ
ス

の
悪

さ
に

つ
い

て
も

意
見

が
挙

げ
ら

れ
て

い
る

。

•
住

吉
エ

リ
ア

～
府

中
駅

間
の

移
動

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

、
ち

ゅ
う

バ
ス

の
運

行
ル

ー
ト

の
見

直
し

検
討

が
必

要
で

あ
る

。
•

住
吉

エ
リ

ア
か

ら
武

蔵
台

方
面

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
の

向
上

に
向

け
た

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

【
現
状
・
問
題
点
】

【
課
題
】

•
約

5
7
%
が

「
週

に
3
回

以
上

」
、

約
6
割

が
「

週
に

１
回

以
上

」
の

通
勤

を
し

て
い

る
。

•
交

通
手

段
は

、
「

徒徒
歩歩

（
4
1
.7
%
）

」
「

鉄鉄
道道

（
3
6
.7
%
）

」
「

自
転

車
（

3
0
.0
%
）

」
と

な
っ

て
お

り
、

路路
線線

ババ
スス

・・
ちち

ゅゅ
うう

ババ
スス

のの
利利

用用
はは

ほほ
ぼぼ

見見
らら

れれ
なな

いい
。

•
通

勤
先

は
「「

都都
内内

（（
調調

布布
市市

、、
立立

川川
市市

、、
世世

田田
谷谷

区区
なな

どど
））

」」
がが

44
11
..66
％％

、、
「「

市市
内内

」」
がが

44
00
..44
％％

とと
多多

いい
。

図図
通通

勤勤
先先

【
日
常
的
に
利
用
す
る
鉄
道
駅
】

•
「「

中中
河河

原原
駅駅

」」
のの

利利
用用

がが
最最

もも
多多

くく
、

次
い

で
「「

分分
倍倍

河河
原原

駅駅
」」

のの
利利

用用
もも

一一
定定

程程
度度

見見
らら

れれ
るる

。

•
鉄

道
駅

ま
で

の
交

通
手

段
は

、
徒徒

歩歩
・・

自自
転転

車車
がが

多多
いい

。
雨

天
時

は
、

ちち
ゅゅ

うう
ババ

スス
をを

利利
用用

すす
るる

割割
合合

がが
高高

まま
るる

。

図図
駅駅

まま
でで

のの
交交

通通
手手

段段

図図
日日

常常
的的

にに
利利

用用
すす

るる
駅駅

市市
町町
村村

調
布
市

44
立
川
市

33
世
田
谷
区

33
港
区

22
国
立
市

22
八
王
子
市

22
杉
並
区

22
豊
島
区

22
新
宿
区

11
渋
谷
区

11
そ
の
他

11
33

週
に

3
回

以
上

5
2
.8
％

週
に

3
回

以
上

5
7
.3
％

週
に

1
回

以
上

5
8
.8
％

週
に

1
回

以
上

6
1
.0
％

3

中
河

原
駅西

府
駅

府
中

駅

2 36

13

3

4

10

4

2
以

上
を

表
示

分
倍

河
原

駅
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02040608010
0

12
0

14
0

乗
車

降
車

表
地

区
内

の
公

共
交

通
＜

府
中

市
全

体
＞

地地
区区

別別
カカ

ルル
テテ

（（
⑦⑦

是是
政政

文文
化化

セセ
ンン

タタ
ーー

圏圏
域域

））

•
地

区
人

口
は

2
3
,6

1
3
人

（
全

市
に

占
め

る
割

合
9
.1

%
）

で
あ

り
、

是
政

駅
周

辺
や

東
府

中
駅

周
辺

に
特

に
集

中
し

て
い

る
。

•
老

年
人

口
は

5
,3

2
8
人

、
高

齢
化

率
は

2
2
.6

%
で

あ
り

、
市

全
体

に
比

べ
て

やや
やや

高高
いい

高高
齢齢

化化
率率

とと
なな

っっ
てて

いい
るる

。。
•

地
区

内
に

は
、

路
線

バ
ス

が
1
路

線
、

ち
ゅ

う
バ

ス
が

2
路

線
運

行
し

て
お

り
、

「「
府府

中中
駅駅

」」
に

ア
ク

セ
ス

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
一

方
で

「
東

府
中

駅
」

「
多

磨
霊

園
駅

」
へ

の
ア

ク
セ

ス
す

る
バ

ス
は

な
い

。

■
地
区
現
況

・
ち

ゅ
う

バ
ス

は
混

雑
す

る
時

間
帯

を
対

象
に

増
発

し
て

ほ
し

い
。

（
小

柳
町

2
丁

目
 2

0
代

 男
性

）
・

ち
ゅ

う
バ

ス
が

運
行

し
て

い
て

助
か

っ
て

い
る

。
（

是
政

4
丁

目
 5

0
代

 男
性

）
（

是
政

 2
0
代

 女
性

）
・

ち
ゅ

う
バ

ス
の

運
行

時
間

帯
を

拡
大

し
て

ほ
し

い
（

小
柳

町
5
丁

目
 6

0
代

 女
性

）

図
公

共
交

通
に

対
す

る
満

足
度

図
公

共
交

通
の

不
満

点

【
地
区
概
要
】

■
公
共
交
通
の
利
用
状
況

•
地

区
内

で
利

用
が

多
い

ち
ゅ

う
バ

ス
の

バ
ス

停
は

、
「「

鶴鶴
巻巻

公公
園園

」」
～～

「「
是是

政政
駅駅

」」
間間

やや
「「

是是
政政

一一
丁丁

目目
」」

とと
なな

っっ
てて

いい
るる

。
一

方
、

「「
是是

政政
二二

丁丁
目目

北北
」」

「「
東東

郷郷
寺寺

下下
」」

はは
、、

比比
較較

的的
利利

用用
がが

少少
なな

いい
。

•
市

全
体

と
比

較
す

る
と

、
ちち

ゅゅ
うう

ババ
スス

のの
利利

用用
がが

多多
いい

地地
域域

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

「「
ちち

ゅゅ
うう

ババ
スス

･･路路
線線

ババ
スス

とと
もも

にに
利利

用用
しし

たた
人人

」」
もも

多多
いい

。
•

公
共

交
通

の
満

足
度

を
み

る
と

、
2
7
.3

%
が

不
満

と
回

答
し

て
お

り
、

不不
満満

のの
割割

合合
がが

高高
いい

。
•

公
共

交
通

の
不

満
点

と
し

て
は

、
「

ババ
スス

のの
本本

数数
がが

少少
なな

いい
（

6
2
.9

%
）

」
「

自自
転転

車車
駐駐

車車
場場

がが
足足

りり
なな

いい
（

3
0
.6

%
）

」
「

駅駅
・・

ババ
スス

停停
まま

でで
のの

移移
動動

がが
大大

変変
（

1
9
.4
％

）
」

で
あ

っ
た

。

【
公
共
交
通
に
対
す
る
満
足
度
】
 （

R
2
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

住
民

の
声

（
令

和
２

年
度

市
民

ア
ン

ケ
ー

ト
よ

り
）

路
線

起
終
点

便
数

府
6
1

（
京

王
バ

ス
）

府
中

駅
～

是
政

～
稲

城
市

立
病

院
1
便

是
政

循
環

（
ち

ゅ
う

バ
ス

）

是
政

駅
～

府
中

駅
2
3
便

押
立

町
ル

ー
ト

（
ち

ゅ
う

バ
ス

）

武
蔵

野
台

駅
～

府
中

駅
2
2
便

＜
是

政
エ

リ
ア

＞

図
バ

ス
停

別
の

乗
降

車
数

（
R
3
ち

ゅ
う

バ
ス

利
用

者
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

図
公

共
交

通
の

利
用

状
況

（
R
2
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

・
雨

天
の

と
き

や
買

い
物

量
が

多
い

と
き

な
ど

、
高

齢
者

は
タ

ク
シ

ー
を

利
用

す
る

こ
と

が
あ

る
。

・
是

政
文

化
セ

ン
タ

ー
で

イ
ベ

ン
ト

が
あ

っ
て

も
移

動
手

段
が

な
く

、
高

齢
者

は
参

加
で

き
な

い
。

民
生

委
員

ア
ン

ケ
ー

ト

【
利
用
状
況
】

満
足

5
3
.9
％

不
満

1
6
.7
％

満
足

4
7
.8
％

不
満

2
7
.3
％

02040608010
0

12
0

14
0

16
0

乗
車

降
車

是
政

エ
リ

ア
内

（ （
是是

政政
循循

環環
））

是
政

エ
リ

ア
内

（ （
押押

立立
町町

ルル
ーー

トト
））

図
地

区
現

況
図

（
人

口
、

施
設

立
地

、
運

行
ル

ー
ト

）

(●
)は

片
側

の
み

の
バ

ス
停

●
●

● ●

●

●

(●
)は

片
側

の
み

の
バ

ス
停

●

1

●
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地地
区区

別別
カカ

ルル
テテ

（（
⑦⑦

是是
政政

文文
化化

セセ
ンン

タタ
ーー

圏圏
域域

））
■
移
動
特
性

（
R
2
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

【
日
用
品
の
買
い
物
】

•
日

用
品

の
買

い
物

先
と

し
て

は
、

「「
府府

中中
駅駅

周周
辺辺

」」
「「

東東
府府

中中
駅駅

周周
辺辺

」」
がが

多多
いい

。
•

そ
の

他
、

「
是是

政政
内内

」」
「「

多多
磨磨

霊霊
園園

駅駅
周周

辺辺
」」

「「
是是

政政
駅駅

周周
辺辺

」」
「「

武武
蔵蔵

野野
台台

駅駅
周周

辺辺
」」

へ
の

移
動

も
見

ら
れ

る
。

•
市

外
へ

の
移

動
と

し
て

は
、

小小
柳柳

町町
かか

らら
「「

武武
蔵蔵

野野
市市

」」
、

是是
政政

かか
らら

「「
稲稲

城城
市市

」」
へへ

のの
移移

動動
もも

見見
らら

れれ
るる

。

【
通
院
】

•
通

院
先

は
、

「「
府府

中中
駅駅

周周
辺辺

」」
やや

「「
東東

府府
中中

駅駅
」」

がが
多多

いい
。

•
是

政
か

ら
是

政
駅

、
小

柳
町

か
ら

是
政

、
是

政
内

・
小

柳
町

内
で

の
通

院
と

い
っ

た
地地

域域
内内

のの
通通

院院
も

見
ら

れ
る

。

【
日
用
品
以
外
の
買
い
物
】

•
日

用
品

以
外

の
買

い
物

先
と

し
て

は
、

「「
府府

中中
駅駅

周周
辺辺

」」
「「

武武
蔵蔵

野野
市市

」」
がが

多多
いい

。
•

一
部

、
小小

柳柳
町町

かか
らら

「「
調調

布布
市市

」」
、、

是是
政政

かか
らら

「「
立立

川川
市市

」」
へ

の
移

動
も

見
ら

れ
る

。
•

用
事

別
の

交
通

手
段

は
図

の
と

お
り

で
あ

る
。

•
す

べ
て

の
用

事
に

お
い

て
、

ちち
ゅゅ

うう
ババ

スス
・・

鉄鉄
道道

のの
利利

用用
率率

がが
比比

較較
的的

高高
いい

。
特

に
ち

ゅ
う

バ
ス

は
2
割

以
上

の
方

が
利

用
し

て
い

る
。

•
日

用
品

の
買

い
物

、
通

院
に

お
い

て
は

、
徒徒

歩歩
・・

自自
転転

車車
が

多
い

。

•
そ

の
他

、
市

全
体

と
比

べ
る

と
、

自
家

用
車

（
自

分
で

運
転

）
が

低
い

一
方

、
自

家
用

車
（

家
族

等
の

送
迎

）
の

利
用

が
多

く
、

地
区

内
に

交交
通通

弱弱
者者

が
多

い
可

能
性

が
あ

る
。

【
交
通
手
段
】

日
用

品
の

買
い

物

通
院

日
用

品
以

外
の

買
い

物

※
３
以
上
を
表
示

※
３
以
上
を
表
示

※
３
以
上
を
表
示

11
66

府
中
駅
周
辺

東
府
中
駅

府
中
駅
周
辺

武
蔵
野
市

府
中
駅
周
辺

2

都
内
（
2
3
区
）

立
川
市

11
00

11
44

44

44

151



図図
日日

常常
的的

にに
利利

用用
すす

るる
駅駅

是
政
駅

※
3
以
上
を
表
示

東
府
中
駅

地地
区区

別別
カカ

ルル
テテ

（（
⑦⑦

是是
政政

文文
化化

セセ
ンン

タタ
ーー

圏圏
域域

））

【
通
勤
状
況
】

図 図
通通

勤勤
のの

頻頻
度度

図図
通通

勤勤
時時

のの
移移

動動
手手

段段

■
地
区
の
現
状
・
問
題
点
と
課
題

•
鉄

道
や

ち
ゅ

う
バ

ス
に

よ
っ

て
ア

ク
セ

ス
が

確
保

さ
れ

て
い

る
「

府
中

駅
周

辺
」

「
武

蔵
野

市
方

面
」

へ
の

移
動

が
多

い
。

•
地

区
南

部
よ

り
府

中
駅

周
辺

に
ア

ク
セ

ス
し

て
い

る
公

共
交

通
は

ち
ゅ

う
バ

ス
の

み
と

な
っ

て
い

る
。

•
日

用
品

の
買

い
物

、
通

院
に

お
い

て
地

区
南

部
よ

り
「

東
府

中
駅

」
「

多
磨

霊
園

駅
」

へ
の

移
動

も
見

ら
れ

る
が

、
両

駅
に

つ
な

が
る

公
共

交
通

が
な

く
、

ア
ク

セ
ス

が
確

保
さ

れ
て

い
な

い
。

•
府

中
駅

周
辺

や
武

蔵
野

市
方

面
へ

の
ア

ク
セ

ス
性

の
維

持
に

向
け

た
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

•
一

部
利

用
が

見
ら

れ
る

「
東

府
中

駅
」

「
多

磨
霊

園
駅

」
へ

の
ア

ク
セ

ス
性

の
確

保
の

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

【
現
状
・
問
題
点
】

【
課
題
】

•
約

4
6
%
が

「
週

に
3
回

以
上

」
、

約
5
割

が
「

週
に

１
回

以
上

」
の

通
勤

を
し

て
い

る
。

•
交

通
手

段
は

、
「「

自自
転転

車車
（（

33
66
..88
%%
））

」」
「「

鉄鉄
道道

（（
33
55
..88
%%
））

」」
「

徒
歩

（
2
5
.5
%
）

」
の

順
で

多
い

。

•
市

全
体

と
比

べ
て

、
ち ち

ゅゅ
うう

ババ
スス

利利
用用

（（
22
00
..88
％％

））
がが

多多
いい

。
一

方
で

、
路

線
バ

ス
の

利
用

は
極

め
て

少
な

い
。

•
通

勤
先

は
約約

55
割割

がが
「「

都都
内内

（（
主主

にに
22
33
区区

））
」」

、
約約

44
割割

がが
「「

市市
内内

」」
で

あ
っ

た
。

図図
通通

勤勤
先先

【
日
常
的
に
利
用
す
る
鉄
道
駅
】

•
「「

是是
政政

駅駅
」」

がが
多多

くく
、、

「「
競競

艇艇
場場

前前
駅駅

」」
「「

東東
府府

中中
駅駅

」」
「「

多多
磨磨

霊霊
園園

駅駅
」」

のの
利利

用用
もも

多多
いい

。
ま

た
、

「「
府府

中中
駅駅

」」
、、

「「
武武

蔵蔵
野野

台台
駅駅

」」
のの

利利
用用

もも
一一

定定
程程

度度
見見

らら
れれ

るる
。

•
鉄

道
駅

ま
で

の
交

通
手

段
は

、
徒 徒

歩歩
・・

自自
転転

車車
がが

多多
いい

。
雨

天
時

は
、

ちち
ゅゅ

うう
ババ

スス
をを

利利
用用

すす
るる

割割
合合

がが
やや

やや
高高

まま
るる

。

図図
駅駅

まま
でで

のの
交交

通通
手手

段段

市市
町町
村村

渋
谷
区

55
世
田
谷
区

44
新
宿
区

33
三
鷹
市

33
調
布
市

22
多
摩
市

22
中
央
区

22
稲
城
市

22
千
代
田
区

22
立
川
市

11
そ
の
他

11
00

3

週
に

3
回

以
上

5
2
.8
％

週
に

3
回

以
上

4
6
.2
％

週
に

1
回

以
上

5
8
.8
％

週
に

1
回

以
上

5
1
.5
％
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02040608010
0

12
0

乗
車

降
車

02040608010
0

12
0

14
0

乗
車

降
車

＜
府

中
市

全
体

＞

地地
区区

別別
カカ

ルル
テテ

（（
⑧⑧

紅紅
葉葉

丘丘
文文

化化
セセ

ンン
タタ

ーー
圏圏

域域
））

•
地

区
人

口
は

2
3
,5

2
3
人

（
全

市
に

占
め

る
割

合
9
.0

%
）

で
あ

り
、

西
武

多
摩

川
線

沿
線

に
特

に
集

中
し

て
い

る
。

•
地

区
北

西
部

と
南

東
部

は
、

非
居

住
地

（
多

磨
霊

園
、

東
京

外
国

語
大

学
、

運
動

場
）

と
な

っ
て

い
る

。
•

老
年

人
口

は
4
,8

2
3
人

、
高

齢
化

率
は

2
0
.5

%
で

あ
り

、
府

中
市

全
体

と
比

べ
て

やや
やや

低低
いい

高高
齢齢

化化
率率

で
あ

る
。

•
地

区
内

に
は

、
路

線
バ

ス
が

6
路

線
、

ち
ゅ

う
バ

ス
が

2
路

線
運

行
し

て
お

り
、

「「
府府

中中
駅駅

」」
「「

東東
府府

中中
駅駅

」」
「「

武武
蔵蔵

小小
金金

井井
駅駅

」」
「「

武武
蔵蔵

野野
台台

駅駅
」」

「「
多多

磨磨
霊霊

園園
駅駅

」」
「「

三三
鷹鷹

駅駅
」」

に
ア

ク
セ

ス
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

■
地
区
現
況

・
ち

ゅ
う

バ
ス

の
本

数
が

少
な

い
（

朝
日

町
2
丁

目
 2

0
代

 男
性

）
 （

朝
日

町
2
丁

目
 8

0
代

 女
性

）
・

ち
ゅ

う
バ

ス
で

府
中

駅
ま

で
出

る
と

き
に

回
り

道
が

多
い

た
め

、
時

間
が

か
か

る
（

紅
葉

丘
3
丁

目
 4

0
代

 
女

性
）

図
地

区
現

況
図

（
人

口
、

施
設

立
地

、
運

行
ル

ー
ト

）

図
公

共
交

通
の

不
満

点

【
地
区
概
要
】

■
公
共
交
通
の
利
用
状
況

•
地

区
内

で
利

用
が

多
い

ち
ゅ

う
バ

ス
の

バ
ス

停
は

、
「「

多多
磨磨

駅駅
」」

やや
「「

若若
松松

防防
災災

セセ
ンン

タタ
ーー

」」
～～

「「
多多

磨磨
霊霊

園園
表表

門門
」」

とと
なな

っっ
てて

いい
るる

。
一

方
、

「「
警警

察察
大大

学学
校校

」」
「「

浅浅
間間

山山
公公

園園
入入

口口
」」

「「
人人

見見
街街

道道
入入

口口
」」

にに
おお

いい
てて

はは
、、

比比
較較

的的
利利

用用
がが

少少
なな

いい
。

•
市

全
体

と
比

較
す

る
と

、
ちち

ゅゅ
うう

ババ
スス

･･路路
線線

ババ
スス

とと
もも

にに
利利

用用
しし

てて
いい

るる
割割

合合
がが

高高
いい

地
域

と
な

っ
て

い
る

。
•

公
共

交
通

の
満

足
度

を
み

る
と

、
約

2
割

が
不

満
と

回
答

し
て

お
り

、
市

全
体

と
比

べ
て

や
や

割
合

が
多

い
。

•
公

共
交

通
の

不
満

点
と

し
て

は
、

「
ババ

スス
のの

本本
数数

がが
少少

なな
いい

（
4
7
.5

%
）

」
「

駅
・

バ
ス

停
ま

で
の

移
動

が
大

変
（

2
2
.0
％

）
」

「
自自

転転
車車

駐駐
車車

場場
がが

足足
りり

なな
いい

（
2
2
.0

%
）

」
「

自自
転転

車車
のの

走走
行行

環環
境境

がが
悪悪

いい
（

2
2
.0
％

）
」

で
あ

っ
た

。

【
公
共
交
通
に
対
す
る
満
足
度
】
 （

R
2
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

住
民

の
声

（
令

和
２

年
度

市
民

ア
ン

ケ
ー

ト
よ

り
）

表
地

区
内

の
公

共
交

通
＜

紅
葉

丘
エ

リ
ア

＞

図
バ

ス
停

別
の

乗
降

車
数

（
R
3
ち

ゅ
う

バ
ス

利
用

者
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

図
公

共
交

通
の

利
用

状
況

（
R
2
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

・
近

く
に

大
き

な
ス

ー
パ

ー
が

な
く

、
高

齢
者

は
、

肉
や

魚
な

ど
の

生
鮮

食
料

品
の

入
手

が
困

難
。

・
働

い
て

い
る

お
母

さ
ん

も
多

い
の

で
、

自
家

用
車

で
ま

と
め

て
1
週

間
分

の
買

い
物

を
す

る
こ

と
が

多
い

。
民

生
委

員
ア

ン
ケ

ー
ト

路
線

起
終
点

便
数

府
7
5

（
京

王
バ

ス
）

東
府

中
駅

～
武

蔵
小

金
井

駅
南

口
5
4
便

武
8
5
、

武
9
5

（
京

王
バ

ス
）

多
磨

霊
園

駅
～

武
蔵

小
金

井
駅

南
口

4
3
便

鷹
5
2
（

小
田

急
）

三
鷹

駅
～

車
返

団
地

な
ど

1
2
便

飛
0
1
、

飛
0
2

（
京

王
バ

ス
）

多
磨

駅
～

飛
田

給
駅

北
口

6
便

調
3
3

（
京

王
バ

ス
）

多
磨

駅
～

調
布

駅
北

口
2
9
便

磨
0
1

（
京

王
バ

ス
）

多
磨

霊
園

駅
～

多
磨

町
4
3
便

朝
日

町
ル

ー
ト

（
ち

ゅ
う

バ
ス

）
多

磨
駅

～
武

蔵
野

台
駅

～
府

中
駅

2
2
便

多
磨

町
ル

ー
ト

（
ち

ゅ
う

バ
ス

）
多

磨
町

～
府

中
駅

2
1
便

紅
葉

丘
エ

リ
ア

内

（ （
朝朝

日日
町町

ルル
ーー

トト
））

紅
葉

丘
エ

リ
ア

内

（ （
多多

磨磨
町町

ルル
ーー

トト
））

【
利
用
状
況
】

満
足

5
3
.9
％

不
満

1
6
.7
％

満
足

4
5
.0
％

不
満

2
0
.0
％

図
公

共
交

通
に

対
す

る
満

足
度

(●
)は

片
側

の
み

の
バ

ス
停

●

●
●

●

●
●

●

(●
)は

片
側

の
み

の
バ

ス
停

●

1
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地地
区区

別別
カカ

ルル
テテ

（（
⑧⑧

紅紅
葉葉

丘丘
文文

化化
セセ

ンン
タタ

ーー
圏圏

域域
））

■
移
動
特
性

（
R
2
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

【
日
用
品
の
買
い
物
】

•
日

用
品

の
買

い
物

先
と

し
て

は
、

「「
若若

松松
町町

内内
」」

がが
多多

いい
。

•
若

松
町

か
ら

は
「「

東東
府府

中中
駅駅

周周
辺辺

」」
へへ

のの
移移

動動
もも

見見
らら

れれ
るる

。
•

多
磨

町
か

ら
「「

武武
蔵蔵

野野
市市

」」
へへ

のの
移移

動動
もも

見見
らら

れれ
るる

。

【
通
院
】

•
通

院
先

と
し

て
は

、
若若

松松
町町

かか
らら

「「
府府

中中
駅駅

周周
辺辺

」」
「「

東東
府府

中中
駅駅

周周
辺辺

」」
、

紅紅
葉葉

丘丘
かか

らら
「「

武武
蔵蔵

野野
市市

」」
がが

多多
いい

。

【
日
用
品
以
外
の
買
い
物
】

•
日

用
品

以
外

の
買

い
物

先
と

し
て

は
、

「「
府府

中中
駅駅

周周
辺辺

」」
がが

多多
いい

。
•

西
武

多
摩

川
線

沿
線

か
ら

「「
武武

蔵蔵
野野

市市
」」

へへ
のの

移移
動動

もも
みみ

らら
れれ

るる
。。

•
若

松
町

か
ら

「「
都都

内内
（（

22
33
区区

））
」」

へへ
のの

移移
動動

もも
見見

らら
れれ

るる
。。

•
用

事
別

の
交

通
手

段
は

図
の

と
お

り
で

あ
る

。

•
公

共
交

通
の

利
用

状
況

を
市

全
体

と
比

べ
る

と
い

ず
れ

の
用

事
に

お
い

て
も

、
自自

転転
車車

・・
鉄鉄

道道
・・

ちち
ゅゅ

うう
ババ

スス
のの

利利
用用

がが
多多

いい
傾

向
が

あ
る

。

•
そ

の
他

、
市

全
体

と
比

べ
る

と
自

家
用

車
（

家
族

等
の

送
迎

）
が

多
く

、
交交

通通
弱弱

者者
がが

比比
較較

的的
多多

いい
地地

区区
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。

【
交
通
手
段
】

日
用

品
の

買
い

物

通
院

日
用

品
以

外
の

買
い

物

※
３
以
上
を
表
示

※
３
以
上
を
表
示

※
３
以
上
を
表
示

若
松
町

府
中
駅
周
辺

東
府
中
駅

武
蔵
野
市

2

府
中
駅
周
辺

東
府
中
駅

多
磨
町

武
蔵
野
市

朝
日
町

44

44

33

77

99

44

44

都
内
（2

3
区
）

多
磨
町

朝
日
町

紅
葉
丘

若
松
町

調
布
市

33

33

33

33

11
11

88

55 66

66

府
中
駅
周
辺

武
蔵
野
市

朝
日
町

紅
葉
丘

若
松
町

多
磨
町

33 55

紅
葉
丘

99

33
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地地
区区

別別
カカ

ルル
テテ

（（
⑧⑧

紅紅
葉葉

丘丘
文文

化化
セセ

ンン
タタ

ーー
圏圏

域域
））

【
通
勤
状
況
】

図 図
通通

勤勤
のの

頻頻
度度

図図
通通

勤勤
時時

のの
移移

動動
手手

段段

■
地
区
の
現
状
・
問
題
点
と
課
題

•
鉄

道
や

ち
ゅ

う
バ

ス
に

よ
っ

て
府

中
駅

や
東

府
中

駅
、

武
蔵

境
駅

等
へ

の
ア

ク
セ

ス
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

•
日

常
的

な
買

い
物

は
エ

リ
ア

内
で

済
ま

せ
、

通
院

や
そ

れ
以

外
の

買
い

物
時

に
「

府
中

駅
周

辺
」

「
武

蔵
野

市
」

ま
で

移
動

す
る

傾
向

が
あ

る
が

、
日

常
的

に
府

中
駅

ま
で

移
動

す
る

機
会

は
比

較
的

少
な

い
可

能
性

が
あ

る
。

•
ち

ゅ
う

バ
ス

の
利

用
が

比
較

的
多

い
一

方
で

、
「

バ
ス

の
本

数
が

少
な

い
」

こ
と

が
不

満
点

と
し

て
挙

げ
ら

れ
て

い
る

。
•

自
転

車
の

利
用

率
が

高
い

一
方

で
、

駐
輪

場
不

足
や

自
転

車
走

行
環

境
に

関
す

る
不

満
点

も
挙

げ
ら

れ
て

い
る

。

•
若

松
町

（
東

府
中

駅
方

面
）

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
の

維
持

、
需

要
に

応
じ

た
運

行
サ

ー
ビ

ス
拡

充
の

検
討

が
必

要
で

あ
る

。
•

紅
葉

丘
エ

リ
ア

～
府

中
駅

間
の

移
動

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

、
ち

ゅ
う

バ
ス

運
行

ル
ー

ト
の

見
直

し
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

•
快

適
な

自
転

車
利

用
環

境
の

実
現

に
向

け
た

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

【
現
状
・
問
題
点
】

【
課
題
】

•
約

5
1
%
が

「
週

に
3
回

以
上

」
、

約
5
6
%
が

「
週

に
１

回
以

上
」

の
通

勤
を

し
て

お
り

、
市

全
体

と
同

程
度

の
割

合
と

な
っ

て
い

る
。

•
交

通
手

段
は

、
「

自自
転転

車車
（

4
6
.0
%
）

」
「

徒
歩

（
3
0
.0
%
）

」
「

鉄
道

（
2
3
.0
%
）

」
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
1
3
.0
%
が

通
勤

に
ちち

ゅゅ
うう

ババ
スス

をを
利利

用用
し

て
お

り
、

市
全

体
と

比
べ

て
高

い
割

合
と

な
っ

て
い

る
。

•
通

勤
先

は
「「

都都
内内

（（
武武

蔵蔵
野野

市市
、、

杉杉
並並

区区
、、

港港
区区

））
」」

がが
多多

くく
、

市
内

に
勤

務
し

て
い

る
割

合
は

2
8
.2
％

で
あ

っ
た

。

図 図
通通

勤勤
先先

【
日
常
的
に
利
用
す
る
鉄
道
駅
】

•
「「

多多
磨磨

駅駅
」」

のの
利利

用用
がが

多多
くく

、
紅紅

葉葉
丘丘

11
丁丁

目目
かか

らら
はは

「「
多多

磨磨
霊霊

園園
駅駅

」」
のの

利利
用用

も
見

ら
れ

る
。

•
鉄

道
駅

ま
で

の
交

通
手

段
は

、
徒徒

歩歩
・・

自自
転転

車車
がが

多多
いい

。
雨

天
時

は
、

路路
線線

ババ
スス

・・
ちち

ゅゅ
うう

ババ
スス

をを
利利

用用
すす

るる
割割

合合
がが

高高
まま

るる
。

図図
駅駅

まま
でで

のの
交交

通通
手手

段段

図図
日日

常常
的的

にに
利利

用用
すす

るる
駅駅

市市
町町
村村

港
区

44
武
蔵
野
市

44
杉
並
区

44
新
宿
区

33
三
鷹
市

33
調
布
市

33
千
代
田
区

33
小
金
井
市

33
渋
谷
区

22
中
央
区

22
そ
の
他

55

週
に

3
回

以
上

5
1
.6
％

週
に

1
回

以
上

5
5
.8
％

週
に

3
回

以
上

5
2
.8
％

週
に

1
回

以
上

5
8
.8
％

3

東
府
中
駅

多
磨
霊
園
駅

多
磨
駅
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02040608010
0

12
0

14
0

乗
車

降
車

＜
府

中
市

全
体

＞

地地
区区

別別
カカ

ルル
テテ

（（
⑨⑨

押押
立立

文文
化化

セセ
ンン

タタ
ーー

圏圏
域域

））

•
地

区
人

口
は

9
,8

2
2
人

（
全

市
に

占
め

る
割

合
3
.8

%
）

で
あ

り
、

車
返

団
地

の
あ

る
地

区
北

西
部

に
特

に
集

中
し

て
い

る
。

•
老

年
人

口
は

2
,7

9
9
人

、
高

齢
化

率
は

2
8
.5

%
で

あ
り

、
府

中
市

の
中

で
も

高高
齢齢

化化
がが

進進
んん

でで
いい

るる
。

•
地

区
内

に
は

、
路

線
バ

ス
が

2
路

線
、

ち
ゅ

う
バ

ス
が

1
路

線
運

行
し

て
お

り
、

「「
府府

中中
駅駅

」」
「「

武武
蔵蔵

野野
台台

駅駅
」」

「「
調調

布布
駅駅

」」
「「

三三
鷹鷹

駅駅
」」

に
ア

ク
セ

ス
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

■
地
区
現
況

・
ち

ゅ
う

バ
ス

が
満

員
状

態
の

こ
と
が

あ
り
、

年
配
の

方
が
ず

っ
と
立

っ
て
い

な
け
れ

ば
な
ら

な
い
こ

と
が

多
い

の
で

、
増

便
し

て
ほ

し
い
。

（
4
0
代

 男
性

）
・

2
0
時

台
ま

で
ち
ゅ

う
バ
ス

が
走
行

し
て
い

た
ら
、

通
勤
で

使
用
で

き
る
。

（
3
0
代

 女
性

）

図
地

区
現

況
図

（
人

口
、

施
設

立
地

、
運

行
ル

ー
ト

）

図
公

共
交

通
に

対
す

る
満

足
度

図
公

共
交

通
の

不
満

点

【
地
区
概
要
】

■
公
共
交
通
の
利
用
状
況

•
地

区
内

で
利

用
が

多
い

ち
ゅ

う
バ

ス
の

バ
ス

停
は

、
「「

押押
立立

町町
西西

公公
園園

」」
～～

「「
押押

立立
神神

社社
」」

間間
とと

なな
っっ

てて
いい

るる
。

一
方

、
「「

府府
中中

東東
高高

校校
」」

～～
「「

車車
返返

団団
地地

」」
間間

にに
おお

いい
てて

はは
、、

比比
較較

的的
利利

用用
がが

少少
なな

いい
。

•
市

全
体

と
比

較
す

る
と

、
ちち

ゅゅ
うう

ババ
スス

のの
利利

用用
がが

多多
くく

、、
路路

線線
ババ

スス
のの

利利
用用

がが
少少

なな
いい

地
域

と
な

っ
て

い
る

。
•

公
共

交
通

の
満

足
度

を
み

る
と

、
2
0
.5

%
が

不
満

と
回

答
し

て
お

り
、

市
全

体
と

比
べ

て
や

や
割

合
が

多
い

。
•

公
共

交
通

の
不

満
点

と
し

て
は

、
「

ババ
スス

のの
本本

数数
がが

少少
なな

いい
（

4
8
.3

%
）

」
「

目目
的的

地地
まま

でで
のの

ババ
スス

がが
なな

いい
（

2
7
.6

%
）

」
「

自自
転転

車車
駐駐

車車
場場

がが
足足

りり
なな

いい
（

2
4
.1

%
）

」
で

あ
っ

た
。

【
公
共
交
通
に
対
す
る
満
足
度
】
 （

R
2
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

住
民

の
声

表
地

区
内

の
公

共
交

通
＜

押
立

エ
リ

ア
＞

図
バ

ス
停

別
の

乗
降

車
数

（
R
3
ち

ゅ
う

バ
ス

利
用

者
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

図
公

共
交

通
の

利
用

状
況

（
R
2
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

・
高

齢
者

の
徒

歩
圏

に
ス

ー
パ

ー
マ
ー

ケ
ッ
ト

等
が
な

く
て
、

困
っ
て

い
る
。

・
調

布
方

面
に

行
く

バ
ス

が
廃

止
さ
れ

て
不
便

を
感
じ

て
い
る

。
民

生
委

員
ア

ン
ケ

ー
ト

【
利
用
状
況
】

満
足

5
3
.9
％

不
満

1
6
.7
％

満
足

5
5
.9
％

不
満

2
0
.5
％

路
線

起
終
点

便 数

調
5
1

（
京

王
バ

ス
）

調
布

駅
南

口
～

車
返

団
地

折
返

場
3
便

鷹
5
2

（
小

田
急

バ
ス

）

三
鷹

駅
～

車
返

団
地

な
ど

1
2 便

押
立

町
ル

ー
ト

（
ち

ゅ
う

バ
ス

）

武
蔵

野
台

駅
～

府
中

駅

2
2 便

押
立

エ
リ

ア
内

(●
)は

片
側

の
み

の
バ

ス
停

押
立

エ
リ

ア
内

（（
押押

立立
町町

ルル
ーー

トト
））

●

1
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日
用
品

調
布

市

白
糸

台
日

鋼
町

府
中

駅
周

辺

府
中

駅
周

辺
三

鷹
市

2

2

2

2

3
2

6

地地
区区

別別
カカ

ルル
テテ

（（
⑨⑨

押押
立立

文文
化化

セセ
ンン

タタ
ーー

圏圏
域域

））
■
移
動
特
性

（
R
2
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

【
日
用
品
の
買
い
物
】

•
日

用
品

の
買

い
物

先
と

し
て

は
、

「「
武武

蔵蔵
野野

台台
駅駅

周周
辺辺

」」
「「

白白
糸糸

台台
」」

がが
多多

いい
。

•
市

縁
辺

部
で

あ
る

押
立

町
4
丁

目
・

5
丁

目
か

ら
「「

調調
布布

市市
」」

へへ
のの

移移
動動

もも
見見

らら
れれ

るる
。

•
一

方
で

、
府府

中中
駅駅

方方
面面

へへ
のの

移移
動動

はは
、、

比比
較較

的的
少少

なな
いい

。

【
通
院
】

•
通

院
先

は
、

「「
武武

蔵蔵
野野

台台
駅駅

」」
やや

「「
調調

布布
市市

」」
がが

多多
いい

。
•

そ
の

他
、

「「
府府

中中
駅駅

周周
辺辺

」」
やや

「「
三三

鷹鷹
市市

」」
等

へ
の

移
動

が
見

ら
れ

る
。

•
限

定
的

で
は

あ
る

が
、

押
立

町
3
丁

目
か

ら
押

立
町

4
丁

目
と

い
っ

た
地地

域域
内内

のの
通通

院院
も

見
ら

れ
る

。

【
日
用
品
以
外
の
買
い
物
】

•
日

用
品

以
外

の
買

い
物

先
と

し
て

は
、

「「
調調

布布
市市

」」
がが

多多
いい

。
•

地
区

西
部

か
ら

は
「「

府府
中中

駅駅
周周

辺辺
」」

「「
立立

川川
市市

」」
へへ

のの
移移

動動
もも

見見
らら

れれ
るる

。
•

用
事

別
の

交
通

手
段

は
図

の
と

お
り

で
あ

る
。

•
公

共
交

通
の

利
用

状
況

を
市

全
体

と
比

べ
る

と
い

ず
れ

の
用

事
に

お
い

て
も

路
線

バ
ス

の
利

用
が

少
な

く
、

ちち
ゅゅ

うう
ババ

スス
・・

鉄鉄
道道

のの
利利

用用
がが

多多
いい

傾
向

が
あ

る
。

•
そ

の
他

、
市

全
体

と
比

べ
る

と
自

家
用

車
（

自
分

で
運

転
）

の
利

用
が

多
く

、
ママ

イイ
カカ

ーー
依依

存存
のの

傾傾
向向

が
み

ら
れ

る
。

【
交
通
手
段
】

日
用

品
の

買
い

物

通
院

日
用

品
以

外
の

買
い

物
調

布
市 2
3
区

内

府
中

駅
周

辺

※
２
以
上
を
表
示

※
２
以
上
を
表
示

※
２
以
上
を
表
示

調
布
市

白
糸
台

武
蔵
野
台
駅

調
布
市

調
布
市

調
布
市

武
蔵
野
台
駅

府
中
駅
周
辺

2

立
川
市

都
内

（
2
3
区
）

55

小
柳
町

都
内
（
2
3
区
）
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地地
区区

別別
カカ

ルル
テテ

（（
⑨⑨

押押
立立

文文
化化

セセ
ンン

タタ
ーー

圏圏
域域

））

【
通
勤
状
況
】

図図
通通

勤勤
のの

頻頻
度度

図図
通通

勤勤
時時

のの
移移

動動
手手

段段

■
地
区
の
現
状
・
問
題
点
と
課
題

•
府

中
駅

方
面

へ
の

移
動

ニ
ー

ズ
が

比
較

的
少

な
い

が
、

ち
ゅ

う
バ

ス
が

当
エ

リ
ア

か
ら

府
中

駅
ま

で
運

行
さ

れ
て

お
り

、
非

効
率

的
な

運
行

ル
ー

ト
と

な
っ

て
い

る
可

能
性

が
あ

る
。

•
一

方
で

、
移

動
ニ

ー
ズ

の
多

い
「

調
布

市
方

面
」

に
対

し
て

、
交

通
サ

ー
ビ

ス
が

不
十

分
で

あ
る

可
能

性
が

あ
る

。

•
押

立
町

エ
リ

ア
～

府
中

駅
間

の
移

動
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
、

ち
ゅ

う
バ

ス
運

行
ル

ー
ト

の
見

直
し

検
討

が
必

要
で

あ
る

。
•

地
区

東
部

か
ら

調
布

市
方

面
へ

の
ア

ク
セ

ス
性

の
向

上
に

向
け

た
検

討
が

必
要

で
あ

る
（

調
布

市
と

の
広

域
連

携
）

。

【
現
状
・
問
題
点
】

【
課
題
】

•
約

5
割

が
「

週
に

3
回

以
上

」
、

約
5
6
％

が
「

週
に

１
回

以
上

」
の

通
勤

を
し

て
い

る
。

•
市

全
体

と
比

べ
る

と
「「

通通
勤勤

・・
通通

学学
しし

てて
いい

なな
いい

（（
22
55
..00
%%
））

」」
のの

割割
合合

がが
多多

いい
。

•
交

通
手

段
は

、
「

鉄
道

（
5
0
.0
%
）

」
「

徒
歩

（
3
2
.5
%
）

」
「

自
転

車
（

2
7
.5
%
）

」
と

な
っ

て
お

り
、

路路
線線

ババ
スス

・・
ちち

ゅゅ
うう

ババ
スス

のの
利利

用用
はは

ほほ
ぼぼ

見見
らら

れれ
なな

いい
。

•
通

勤
先

は
「 「

都都
内内

（（
調調

布布
市市

、、
港港

区区
、、

千千
代代

田田
区区

なな
どど

））
」」

がが
多多

くく
、

市
内

に
勤

務
し

て
い

る
割

合
は
1
5
.0
％

で
あ

っ
た

。

図 図
通通

勤勤
先先

【
日
常
的
に
利
用
す
る
鉄
道
駅
】

•
「「

武武
蔵蔵

野野
台台

駅駅
」」

のの
利利

用用
がが

最最
もも

多多
くく

、
次

い
で
「「

飛飛
田田

給給
駅駅

」」
のの

利利
用用

もも
一一

定定
程程

度度
見見

らら
れれ

るる
。

•
鉄

道
駅

ま
で

の
交

通
手

段
は

、
徒徒

歩歩
・・

自自
転転

車車
がが

多多
いい

。
雨

天
時

は
、

路路
線線

ババ
スス

・・
ちち

ゅゅ
うう

ババ
スス

をを
利利

用用
すす

るる
割割

合合
がが

高高
まま

るる
。

図図
日日

常常
的的

にに
利利

用用
すす

るる
駅駅

武
蔵

野
台

駅

飛
田

給
駅

武
蔵
野
台
駅

飛
田
給
駅

市
内

15
.0
%

都
内

80
.0
%

無
回
答

5.
0%

押
立
福
祉
エ
リ
ア

n=
40

n=
40

週
に

3
回

以
上

5
0
.0
％

週
に

1
回

以
上

5
5
.9
％

週
に

3
回

以
上

5
2
.8
％

週
に

1
回

以
上

5
8
.8
％

3

※
2
以
上
を
表
示

図図
駅駅

まま
でで

のの
交交

通通
手手

段段

市市
町町
村村

調
布
市

88
港
区

44
千
代
田
区

44
渋
谷
区

33
稲
城
市

33
新
宿
区

22
三
鷹
市

11
中
央
区

11
品
川
区

11
江
東
区

11
そ
の
他

22
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図
公

共
交

通
の

不
満

点

010203040506070

乗
車

降
車

010203040506070809010
0

乗
車

降
車

＜
府

中
市

全
体

＞

地地
区区

別別
カカ

ルル
テテ

（（
⑩⑩

四四
谷谷

文文
化化

セセ
ンン

タタ
ーー

圏圏
域域

））

•
地

区
人

口
は

1
3
,1

4
1
人

（
全

市
に

占
め

る
割

合
5
.1

%
）

で
あ

り
、

地
区

南
東

部
（

四
谷

1
丁

目
）

に
特

に
集

中
し

て
い

る
。

•
老

年
人

口
は

2
,7

4
2
人

、
高

齢
化

率
は

2
0
.9

%
で

あ
り

、
府

中
市

全
体

と
比

べ
て

やや
やや

低低
いい

高高
齢齢

化化
率率

でで
ああ

るる
。

•
地

区
内

に
は

、
路

線
バ

ス
が

6
路

線
、

ち
ゅ

う
バ

ス
が

2
路

線
運

行
し

て
お

り
、

「「
国国

立立
駅駅

」」
「「

聖聖
蹟蹟

桜桜
ヶヶ

丘丘
駅駅

」」
「「

中中
河河

原原
駅駅

」」
「「

分分
倍倍

河河
原原

駅駅
」」

「「
府府

中中
駅駅

」」
に

ア
ク

セ
ス

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
•

ち
ゅ

う
バ

ス
は

、
片片

方方
向向

循循
環環

ルル
ーー

トト
で

運
行

さ
れ

て
い

る
。

■
地
区
現
況

・
電

車
と

バ
ス

の
乗

り
継

ぎ
が

う
ま
く

合
わ
な

い
。
（

四
谷

4
丁

目
 7

0
代

 男
性

）
・

6
時

か
ら

8
時

も
ち

ゅ
う
バ

ス
が
走

っ
て
い

る
と
便

利
で
す

。
(四

谷
3
丁

目
 2

0
代

 男
性

)
・

中
河

原
駅

周
辺

の
自

転
車
駐

輪
場
が

少
な
い

の
で
困

っ
て
い

ま
す
。

（
四
谷

5
丁

目
 7

0
代

 女
性

）

【
地
区
概
要
】

■
公
共
交
通
の
利
用
状
況

【
公
共
交
通
に
対
す
る
満
足
度
】

住
民

の
声

（
令

和
２

年
度

市
民

ア
ン

ケ
ー

ト
よ

り
）

路
線

起
終
点

便
数

桜
0
8

（
京

王
バ

ス
）

都
営

泉
二

丁
目

～
中

河
原

駅
～

聖
蹟

桜
ヶ

丘
駅

2
便

※
土

日
祝

国
1
8

（
京

王
バ

ス
）

国
立

駅
南

口
～

日
新

町
二

丁
目

～
聖

蹟
桜

ヶ
丘

駅
9
6
便

中
0
3

（
京

王
バ

ス
）

中
河

原
駅

～
Ｎ

Ｅ
Ｃ

正
門

～
都

営
泉

二
丁

目
4
便

分
5
4

（
京

王
バ

ス
）

都
営

泉
二

丁
目

～
分

倍
河

原
駅

1
便

桜
1
8

（
京

王
バ

ス
）

都
営

泉
二

丁
目

～
稲

荷
神

社
～

聖
蹟

桜
ヶ

丘
駅

2
便

桜
1
9

（
京

王
バ

ス
）

都
営

泉
二

丁
目

～
デ

ュ
オ

ヒ
ル

ズ
前

～
聖

蹟
桜

ヶ
丘

駅
9
便

よ
つ

や
苑

西
ル

ー
ト

（
ち

ゅ
う

バ
ス

）

中
河

原
駅

～
分

倍
河

原
駅

～
府

中
駅

2
1
便

四
谷

六
丁

目
ル

ー
ト

（
ち

ゅ
う

バ
ス

）

中
河

原
駅

～
四

谷
六

丁
目

～
中

河
原

駅
2
4
便

表
地

区
内

の
公

共
交

通
＜

四
谷

エ
リ

ア
＞

図
バ

ス
停

別
の

乗
降

車
数

（
R
3
ち

ゅ
う

バ
ス

利
用

者
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

図
公

共
交

通
の

利
用

状
況

（
R
2
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

・
西

府
駅

か
ら

路
線

バ
ス

で
多

摩
総
合

医
療
セ

ン
タ
ー

に
行
き

た
い
が

、
ち
ゅ

う
バ
ス

が
西
府

駅
を
通

ら
な
い

の
で

不
便

。
・

ち
ゅ

う
バ

ス
は

、
反

対
回
り

が
な
い

の
で
、

帰
り
は

時
間
が

か
か
っ

て
し
ま

う
。

民
生

委
員

ア
ン

ケ
ー

ト

【
利
用
状
況
】

（（
よよ

つつ
やや

苑苑
西西

ルル
ーー

トト
））

（（
四四

谷谷
六六

丁丁
目目

ルル
ーー

トト
））

四
谷

エ
リ

ア
内

四
谷

エ
リ

ア
内

•
地

区
内

で
利

用
が

多
い

ち
ゅ

う
バ

ス
の

バ
ス

停
は

、
「「

四四
谷谷

ささ
くく

らら
公公

園園
」」

「「
よよ

つつ
やや

苑苑
西西

」」
「「

三三
屋屋

通通
りり

中中
」」

「「
府府

中中
第第

八八
中中

学学
校校

北北
」」

とと
なな

っっ
てて

いい
るる

。
一

方
、

「「
四四

谷谷
一一

丁丁
目目

」」
「「

四四
谷谷

一一
丁丁

目目
東東

」」
「「

四四
谷谷

公公
会会

堂堂
」」

「「
三三

屋屋
」」

にに
おお

いい
てて

はは
、、

比比
較較

的的
利利

用用
がが

少少
なな

いい
。

•
市

全
体

と
比

較
す

る
と

、
ちち

ゅゅ
うう

ババ
スス

・・
路路

線線
ババ

スス
のの

利利
用用

がが
多多

いい
地

域
と

な
っ

て
い

る
。

•
公

共
交

通
の

満
足

度
を

み
る

と
、

1
8
.3

%
が

不
満

と
回

答
し

て
お

り
、

市
全

体
と

比
べ

て
や

や
割

合
が

多
い

。
•

公
共

交
通

の
不

満
点

と
し

て
は

、
「

ババ
スス

のの
本本

数数
がが

少少
なな

いい
（

5
3
.8

%
）

」
 「

駅駅
・・

ババ
スス

停停
まま

でで
のの

移移
動動

がが
大大

変変
（

2
3
.1

%
）

」
 「

目目
的的

地地
まま

でで
のの

ババ
スス

がが
なな

いい
（

2
3
.1

%
）

」
「

自自
転転

車車
のの

走走
行行

環環
境境

がが
悪悪

いい
（

2
3
.1

%
）

」
で

あ
っ

た
。

図
公

共
交

通
に

対
す

る
満

足
度

満
足

5
3
.9
％

不
満

1
6
.7
％

満
足

5
0
.0
％

不
満

1
8
.3
％

図
地

区
現

況
図

（
人

口
、

施
設

立
地

、
運

行
ル

ー
ト

）

(●
)は

片
側

の
み

の
バ

ス
停

●

(●
)は

片
側

の
み

の
バ

ス
停

●
●

●
●
●

●
●

●
● ●

●
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●

●

●
●

●
●

●
●

●

1

（
R
2
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）
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地地
区区

別別
カカ

ルル
テテ

（（
⑩⑩

四四
谷谷

文文
化化

セセ
ンン

タタ
ーー

圏圏
域域

））
■
移
動
特
性

（
R
2
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

【
日
用
品
の
買
い
物
】

•
日

用
品

の
買

い
物

先
と

し
て

は
、

「「
中中

河河
原原

駅駅
周周

辺辺
」」

がが
最最

もも
多多

いい
。

•
四

谷
4
丁

目
、

四
谷

5
丁

目
で

は
町町

内内
でで

日日
用用

品品
のの

買買
いい

物物
をを

済済
まま

せせ
るる

傾傾
向向

も
あ

る
。

•
地

区
北

部
か

ら
「「

西西
府府

駅駅
周周

辺辺
」」

へ
の

買
い

物
も

見
ら

れ
る

。
•

四
谷

3
丁

目
か

ら
「「

多多
摩摩

市市
」」

へへ
のの

移移
動動

もも
見見

らら
れれ

るる
。

•
一

方
で

、
府 府

中中
駅駅

方方
面面

へへ
のの

移移
動動

はは
、、

比比
較較

的的
少少

なな
いい

。

【
通
院
】

•
通

院
先

は
、

「「
中中

河河
原原

駅駅
周周

辺辺
」」

がが
多多

いい
。

•
四

谷
5
丁

目
、

四
谷

3
丁

目
で

は
、

地地
域域

内内
のの

通通
院院

も
見

ら
れ

る
。

•
そ

の
他

、
「「

西西
府府

駅駅
」」

へ
の

通
院

も
一

定
程

度
見

ら
れ

る
。

【
日
用
品
以
外
の
買
い
物
】

•
日

用
品

以
外

の
買

い
物

先
は

「「
多多

摩摩
市市

」」
がが

多多
くく

、
市

内
へ

の
移

動
は

少
な

い
。

•
用

事
別

の
交

通
手

段
は

図
の

と
お

り
で

あ
る

。

•
公

共
交

通
の

利
用

状
況

を
市

全
体

と
比

べ
る

と
い

ず
れ

の
用

事
に

お
い

て
も

鉄
道

の
利

用
が

少
な

く
、

自自
転転

車車
・・

路路
線線

ババ
スス

・・
ちち

ゅゅ
うう

ババ
スス

・・
自自

家家
用用

車車
（（

自自
分分

でで
運運

転転
））

のの
利利

用用
がが

多多
いい

傾
向

が
あ

る
。

•
ま

た
、

徒
歩

も
少

な
く

、
ママ

イイ
カカ

ーー
依依

存存
がが

進進
んん

でで
いい

るる
地

域
と

な
っ

て
い

る
。

【
交
通
手
段
】

日
用

品
の

買
い

物

通
院

日
用

品
以

外
の

買
い

物

中
河
原
駅

多
摩
市

中
河
原
駅

2

※
3
以
上
を
表
示

※
3
以
上
を
表
示

※
3
以
上
を
表
示

立
川
市

33

44
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地地
区区

別別
カカ

ルル
テテ

（（
⑩⑩

四四
谷谷

文文
化化

セセ
ンン

タタ
ーー

圏圏
域域

））

【
通
勤
状
況
】

図図
通通

勤勤
時時

のの
移移

動動
手手

段段

■
地
区
の
現
状
・
問
題
点
と
課
題

•
中

河
原

駅
周

辺
や

西
府

駅
、

多
摩

市
方

面
が

生
活

圏
と

な
っ

て
お

り
、

府
中

駅
方

面
へ

の
移

動
ニ

ー
ズ

が
比

較
的

少
な

い
が

、
ち

ゅ
う

バ
ス

（
よ

つ
や

苑
西

ル
ー

ト
）

が
当

エ
リ

ア
か

ら
府

中
駅

ま
で

運
行

さ
れ

て
お

り
、

非
効

率
的

な
運

行
ル

ー
ト

と
な

っ
て

い
る

可
能

性
が

あ
る

。
•

ま
た

、
買

い
物

や
通

院
は

中
河

原
駅

周
辺

又
は

地
区

内
で

済
ま

せ
る

傾
向

も
見

ら
れ

る
。

•
ち

ゅ
う

バ
ス

が
片

方
向

循
環

と
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
低

く
な

っ
て

し
ま

っ
て

い
る

可
能

性
が

あ
る

。

•
四

谷
エ

リ
ア

～
府

中
駅

間
の

移
動

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

、
ち

ゅ
う

バ
ス

運
行

ル
ー

ト
の

見
直

し
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

•
地

区
北

部
か

ら
西

府
駅

周
辺

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
の

向
上

の
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

【
現
状
・
問
題
点
】

【
課
題
】

•
約

6
割

が
「

週
に

3
回

以
上

」
、

約
6
6
%
が

「
週

に
1
回

以
上

」
の

通
勤

を
し

て
お

り
、

通通
勤勤

者者
のの

割割
合合

がが
比比

較較
的的

多多
いい

エ
リ

ア
で

あ
る

。

•
「

通
勤

・
通

学
し

て
い

な
い

（
2
4
.4
%
）

」
の

割
合

は
市

全
体

と
同

程
度

で
あ

る
。

•
交

通
手

段
は

、
「

自自
家家

用用
車車

（（
33
55
..55
%%
））

」
「

自
転

車
（

3
1
.6
%
）

」
「

徒
歩

（
1
8
.4
%
）

」
「

鉄
道

（
1
8
.4
%
）

」
と

な
っ

て
お

り
、

路路
線線

ババ
スス

・・
ちち

ゅゅ
うう

ババ
スス

のの
利利

用用
はは

11
割割

弱弱
で

あ
っ

た
。

•
通

勤
先

は
「「

都都
内内

（（
港港

区区
、、

日日
野野

市市
、、

多多
摩摩

市市
なな

どど
））

」」
がが

44
22
..99
%%
とと

多多
くく

、
次

い
で

「
市

内
」

が
3
9
.3
％

で
あ

っ
た

。

【
日
常
的
に
利
用
す
る
鉄
道
駅
】

•
「「

中中
河河

原原
駅駅

」」
のの

利利
用用

がが
最最

もも
多多

くく
、

次
い

で
「「

西西
府府

駅駅
」」

のの
利利

用用
もも

一一
部部

見見
らら

れれ
るる

。

•
鉄

道
駅

ま
で

の
交

通
手

段
は

、
徒徒

歩歩
・・

自自
転転

車車
がが

多多
いい

。

•
晴

天
時

は
約約

11
割割

がが
路路

線線
ババ

スス
・・

ちち
ゅゅ

うう
ババ

スス
をを

利利
用用

し
て

お
り

、
雨

天
時

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
利利

用用
割割

合合
がが

高高
まま

るる
。

図図
駅駅

まま
でで

のの
交交

通通
手手

段段

図図
通通

勤勤
先先

市市
町町
村村

港
区

33
日
野
市

33
多
摩
市

33
調
布
市

22
新
宿
区

22
千
代
田
区

11
渋
谷
区

11
三
鷹
市

11
中
央
区

11
目
黒
区

11
そ
の
他

33

図図
通通

勤勤
のの

頻頻
度度

週
に

3
回

以
上

5
2
.8
％

週
に

3
回

以
上

5
9
.7
％

週
に

1
回

以
上

5
8
.8
％

週
に

1
回

以
上

6
5
.8
％

3

西
府

駅

中
河

原
駅

3

10

3
633

図図
日日

常常
的的

にに
利利

用用
すす

るる
駅駅
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地地
区区

別別
カカ

ルル
テテ

（（
⑪⑪

片片
町町

文文
化化

セセ
ンン

タタ
ーー

圏圏
域域

））

•
地

区
人

口
は

2
7
,8

6
6
人

（
全

市
に

占
め

る
割

合
1
0
.7

%
）

で
あ

り
、

府
中

駅
や

府
中

本
町

周
辺

に
特

に
集

中
し

て
い

る
。

•
老

年
人

口
は

5
,8

1
6
人

、
高

齢
化

率
は

2
0
.9

%
で

あ
り

、
府

中
市

の
中

で
は

高高
齢齢

化化
率率

がが
やや

やや
低低

いい
。

•
地

区
内

に
は

、
路

線
バ

ス
が

7
路

線
、

ち
ゅ

う
バ

ス
が

2
路

線
運

行
し

て
お

り
、

「「
府府

中中
駅駅

」」
「「

国国
立立

駅駅
」」

「「
谷谷

保保
駅駅

」」
「「

中中
河河

原原
駅駅

」」
に

ア
ク

セ
ス

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
•

矢
崎

町
4
丁

目
・

5
丁

目
は

交交
通通

不不
便便

地地
域域

と
な

っ
て

い
る

が
、

郷
土

の
森

公
園

や
大

東
京

綜
合

卸
売

セ
ン

タ
ー

な
ど

、
非

住
居

で
の

利
用

が
多

く
な

さ
れ

て
い

る
。

•
「

分
倍

河
原

駅
」

は
、

J
R
南

武
線

と
京

王
線

の
結

節
点

と
な

っ
て

お
り

、
「

府
中

駅
」

「
立

川
方

面
」

「
調

布
・

新
宿

方
面

」
等

に
も

ア
ク

セ
ス

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

■
地
区
現
況

・
府

中
駅

前
の

自
転

車
置

場
（

ち
ょ
こ

り
ん
ス

ポ
ッ
ト

）
が
な

く
な
り

、
府
中

駅
に
行

く
の
が

不
便
に

な
っ

た
。

（
美

好
町

2
丁

目
 5

0
代

 男
性

）
 （

矢
崎

町
1
丁

目
 4

0
代

 女
性

）
な

ど
・

ち
ゅ

う
バ

ス
の

バ
ス

停
を
増

や
し
て

ほ
し
い

（
美
好

町
3
丁
目

 3
0
代

 男
性

）

図
公

共
交

通
に

対
す

る
満

足
度

図
公

共
交

通
の

不
満

点

【
地
区
概
要
】

■
公
共
交
通
の
利
用
状
況

•
地

区
内

で
利

用
が

多
い

ち
ゅ

う
バ

ス
の

バ
ス

停
は

、
「「

分分
倍倍

河河
原原

駅駅
北北

」」
「「

分分
倍倍

河河
原原

駅駅
」」

とと
なな

っっ
てて

いい
るる

。
一

方
、

「「
第第

三三
小小

学学
校校

」」
「「

武武
蔵蔵

府府
中中

税税
務務

署署
」」

にに
おお

いい
てて

はは
、、

比比
較較

的的
利利

用用
がが

少少
なな

いい
。

•
市

全
体

と
比

較
す

る
と

、
ちち

ゅゅ
うう

ババ
スス

・・
路路

線線
ババ

スス
とと

もも
にに

利利
用用

がが
少少

なな
いい

地
域

と
な

っ
て

い
る

。
•

公
共

交
通

の
満

足
度

を
み

る
と

、
不

満
と

回
答

し
た

の
は

約
1
割

で
あ

り
、

市
全

体
と

比
べ

て
割

合
が

低
い

。
•

公
共

交
通

の
不

満
点

と
し

て
は

、
 「

目目
的的

地地
まま

でで
のの

ババ
スス

がが
なな

いい
（

2
3
.5

%
）

」
 「

バ
ス

の
本

数
が

少
な

い
（

2
3
.5

%
）

」
「

自自
転転

車車
駐駐

車車
場場

がが
足足

りり
なな

いい
（

2
3
.5

%
）

」
「

自自
転転

車車
走走

行行
環環

境境
がが

悪悪
いい
（

2
3
.5

%
）

」
で

あ
っ

た
。

【
公
共
交
通
に
対
す
る
満
足
度
】

住
民

の
声

（
令

和
２

年
度

市
民

ア
ン

ケ
ー

ト
よ

り
）

路
線

起
終
点

便
数

国
1
7

（
京

王
バ

ス
）

府
中

駅
～

谷
保

駅
～

国
立

駅
南

口
4
8
便

西
国

4
4
・

4
5

（
京

王
バ

ス
）

府
中

駅
～

西
国

分
寺

駅
3
5
便

府
4
2
・

4
6

（
京

王
バ

ス
）

府
中

駅
～

府
中

イ
ン

テ
リ

ジ
ェ

ン
ト

パ
ー

ク
～

府
中

駅
4
6
便

(府
4
2
は

土
日

そ
れ

ぞ
れ

1
便

ず
つ

)

府
5
2

（
京

王
バ

ス
）

府
中

駅
～

分
倍

河
原

駅
～

郷
土

の
森

総
合

体
育

館
3
便

(土
日

・
祝

の
み

)

府
6
1

（
京

王
バ

ス
）

府
中

駅
～

是
政

～
稲

城
市

立
病

院
1
便

分
5
2

（
京

王
バ

ス
）

分
倍

河
原

駅
～

郷
土

の
森

総
合

体
育

館
2
7
便

分
5
3

（
京

王
バ

ス
）

日
野

駅
～

万
願

寺
駅

～
分

倍
河

原
駅

1
便

北
山

町
循

環
（

ち
ゅ

う
バ

ス
）

府
中

駅
～

武
蔵

台
文

化
セ

ン
タ

ー
西

2
3
便

よ
つ

や
苑

西
ル

ー
ト

（
ち

ゅ
う

バ
ス

）

府
中

駅
～

分
倍

河
原

駅
～

中
河

原
駅

2
1
便

表
地

区
内

の
公

共
交

通

図
公

共
交

通
の

利
用

状
況

（
R
2
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

・
タ

ク
シ

ー
券

や
買

い
物

代
行

な
ど
が

あ
れ
ば

、
よ
り

便
利
。

・
高

齢
者

が
バ

ス
停

ま
で

徒
歩

で
行
く

に
は
遠

い
。

民
生

委
員

ア
ン

ケ
ー

ト

【
利
用
状
況
】

満
足

5
3
.9
％

不
満

1
6
.7
％

満
足

6
2
.5
％

不
満

1
0
.6
％

＜
府

中
市

全
体

＞
＜

片
町

エ
リ

ア
＞

01020304050607080

乗
車

降
車

（（
北北

山山
町町

循循
環環

））

片
町

エ
リ

ア
内

(●
)は

片
側

の
み

の
バ

ス
停

● ●
●

●
●

● ●

●

● ●
●

010203040506070809010
0

乗
車

降
車

（（
よよ

つつ
やや

苑苑
西西

ルル
ーー

トト
））

片
町

エ
リ

ア
内

(●
)は

片
側

の
み

の
バ

ス
停

●

●
●

●
●

●
●

●
●

● ●
●

●
●

●

1
図

地
区

現
況

図
（

人
口

、
施

設
立

地
、

運
行

ル
ー

ト
）

図
バ

ス
停

別
の

乗
降

車
数

（
R
3
ち

ゅ
う

バ
ス

利
用

者
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

（
R
2
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）
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地地
区区

別別
カカ

ルル
テテ

（（
⑪⑪

片片
町町

文文
化化

セセ
ンン

タタ
ーー

圏圏
域域

））
■
移
動
特
性

（
R
2
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り

）

【
日
用
品
の
買
い
物
】

•
日

用
品

の
買

い
物

先
と

し
て

は
、

「「
分分

倍倍
河河

原原
駅駅

周周
辺辺

」」
「「

府府
中中

駅駅
周周

辺辺
」」

がが
多多

くく
、

「
西

府
駅

周
辺

」
も

一
定

程
度

見
ら

れ
る

。
•

一
部

、
美

好
町

内
、

本
町

か
ら

片
町

と
い

っ
た

地地
区区

内内
のの

買買
いい

物物
も

見
ら

れ
る

。

【
通
院
】

•
通

院
先

は
、

「「
府府

中中
駅駅

周周
辺辺

」」
がが

多多
いい

。
•

一
部

、
美

好
町

内
、

美
好

町
か

ら
西

府
駅

周
辺

・
分

倍
河

原
駅

周
辺

へ
の

通
院

も
見

ら
れ

る
。

【
日
用
品
以
外
の
買
い
物
】

•
日

用
品

以
外

の
買

い
物

先
は

「「
府府

中中
駅駅

周周
辺辺

」」
がが

多多
いい

。
•

一
部

、
宮

西
町

か
ら

「
都

内
（

2
3
区

）
」

、
本

町
か

ら
「

分
倍

河
原

駅
」

へ
の

移
動

も
見

ら
れ

る
。

•
用

事
別

の
交

通
手

段
は

図
の

と
お

り
で

あ
る

。

•
い

ず
れ

の
用

事
に

お
い

て
も

路
線

バ
ス

・
ち

ゅ
う

バ
ス

の
利

用
が

少
な

く
、

徒徒
歩歩

・・
自自

転転
車車

のの
利利

用用
がが

多多
いい

傾
向

が
あ

る
。

【
交
通
手
段
】

日
用

品
の

買
い

物

通
院

日
用

品
以

外
の

買
い

物
分

倍
河

原
駅

西
府

駅
西

府
駅

55

分
倍

河
原

駅
分
倍
河
原
駅

府
中
駅
周
辺

府
中
駅
周
辺

府
中
駅
周
辺

2

※
3
以
上
を
表
示

※
3
以
上
を
表
示

※
3
以
上
を
表
示

立
川

市

44

55

3

9

4

10
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地地
区区

別別
カカ

ルル
テテ

（（
⑪⑪

片片
町町

文文
化化

セセ
ンン

タタ
ーー

圏圏
域域

））

【
通
勤
状
況
】

図図
通通

勤勤
時時

のの
移移

動動
手手

段段

■
地
区
の
現
状
・
問
題
点
と
課
題

•
生

活
圏

は
、

分
倍

河
原

駅
・

府
中

駅
周

辺
と

な
っ

て
お

り
、

鉄
道

・
ち

ゅ
う

バ
ス

・
路

線
バ

ス
に

よ
っ

て
公

共
交

通
ア

ク
セ

ス
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

•
主

要
駅

へ
の

交
通

ア
ク

セ
ス

が
確

保
さ

れ
て

い
る

も
の

の
、

ち
ゅ

う
バ

ス
・

路
線

バ
ス

の
利

用
率

が
低

い
こ

と
か

ら
、

当
地

区
に

お
け

る
バ

ス
ニ

ー
ズ

が
比

較
的

低
い

可
能

性
が

あ
る

。
•

自
転

車
利

用
が

多
い

地
区

で
あ

り
、

府
中

駅
周

辺
の

駐
輪

場
に

関
す

る
要

望
が

比
較

的
多

く
挙

げ
ら

れ
て

い
る

。

•
分

倍
河

原
駅

・
府

中
駅

周
辺

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
の

維
持

に
向

け
た

検
討

が
必

要
で

あ
る

。

【
現
状
・
問
題
点
】

【
課
題
】

•
約

5
6
%
が

「
週

に
3
回

以
上

」
、

約
6
4
%
が

「
週

に
１

回
以

上
」

の
通

勤
を

し
て

い
る

。

•
通

勤
先

は
「「

都都
内内

（（
港港

区区
、、

千千
代代

田田
区区

、、
調調

布布
市市

なな
どど

））
」」

がが
多多

くく
、

市
内

に
勤

務
し

て
い

る
割

合
は
3
3
.7
％

で
あ

っ
た

。

•
交

通
手

段
は

、
「

徒徒
歩歩

（（
44
33
..00
%%
））

」
「

自
転

車
（

2
6
.6
%
）

」
「

鉄
道

（
2
4
.2
%
）

」
と

な
っ

て
お

り
、

路路
線線

ババ
スス

・・
ちち

ゅゅ
うう

ババ
スス

のの
利利

用用
はは

ほほ
ぼぼ

見見
らら

れれ
なな

いい
。

【
日
常
的
に
利
用
す
る
鉄
道
駅
】

•
「「

分分
倍倍

河河
原原

駅駅
」」

のの
利利

用用
がが

最最
もも

多多
くく

、
次

い
で

「「
府府

中中
駅駅

」」
のの

利利
用用

もも
多多

いい
。

•
鉄

道
駅

ま
で

の
交

通
手

段
は

、
徒徒

歩歩
・・

自自
転転

車車
がが

多多
いい

。
雨

天
時

は
、

路路
線線

ババ
スス

・・
ちち

ゅゅ
うう

ババ
スス

をを
利利

用用
すす

るる
割割

合合
がが

わわ
ずず

かか
にに

高高
まま

るる
。

図図
駅駅

まま
でで

のの
交交

通通
手手

段段

図図
日日

常常
的的

にに
利利

用用
すす

るる
駅駅

図図
通通

勤勤
先先

市市
町町
村村

港
区

11
11

千
代
田
区

55
調
布
市

33
新
宿
区

33
世
田
谷
区

33
渋
谷
区

22
三
鷹
市

22
中
央
区

22
昭
島
市

22
立
川
市

22
そ
の
他

11
44

図図
通通

勤勤
のの

頻頻
度度

週
に

3
回

以
上

5
2
.8
％

週
に

3
回

以
上

5
6
.0
％

週
に

1
回

以
上

5
8
.8
％

週
に

1
回

以
上

6
4
.5
％

分
倍
河
原
駅

府
中
駅

府
中
本
町
駅

3

※
3
以
上
を
表
示

164

バックデータ集


